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要  旨

兵庫県立人と自然の博物館では，2006 年に兵庫県丹波市山ධの篠山層群大山下層よͤ大߿恐竜化石̦発見さ

れてոࣛ，その調査・研究にୟޭ的に৾ͤழんでいる．ಿ年の調査の結ض，学的価の高い化石ၳ̦ఉତ産出し

ておͤ，化石産出地തは 2024 年 9 हで࡛ྎ 6 地തをତ̢る．本稿では，人と自然の博物館̦中とな̽てಿ年実施

して̧た篠山層群大山下層をచયとした発掘調査に関しそのႤঃを૦ͤ༐るとと͜に，൳層͞他地域にお̫る調査実施

に̫࢜た調ା͞の४考となるようにڎ調査の実施ඤယ͞そのࠊ，研究成ض等をାၑし報告する．

キーワード： 恐竜化石，篠山層群，実施ඤယ，発掘調査，兵庫県，Ⴄঃ

Ȫ2024 年 4  25 日ັ，2024 年 10  23 日ၑ，2025 年 1  31 日発࣐ȫ

͉̲͛ͅ

2006 年 8 にع兵庫県丹波市山ධ上滝の篠山，

Ⴚ出する篠山層群大山下層よͤ，竜脚類恐竜の化石̦発見

されたȪ三枝͕か，2008;  Saegusa and Ikeda, 2014 な̓ȫ．この

発見をࠀ機に൳地ではໝତ回にͩたる大ܰ࿅な発掘調査

̦実施され，恐竜類の骨格͞歯，၅ڔ，小߿脊椎動物͞ྫ

脊椎動物等，ఉਅఉအな動物化石̦産出しているȪ三枝͕

か，2008， 2010;  Ikeda et al., 2014 な̓ȫ．͘た，丹波市山ධ

にお̫る恐竜化石の発見をࠀ機に，大山下層̦ືする

地でষいで化石̦発見されておͤ，2024ڎ 年 9 ह࡛ྎ

で化石産地は 6 地തをତ̢るȪ 1：丹波市山ධ上滝第

֚・第ඵ，丹波篠山市大山下，ݠ田，西古佐，代 1 号トン

Υσȫ．൳層よͤन集された化石は 5 ྔ 7 千തに上ͤ，て

のດ本は兵庫県立人と自然の博物館Ȫո下，人博ȫでۯၑ

されנ意研究̦ૺ͛られている．その成ضは国ඤٸの学会

で 発 表 さ れ ， ൚  発 見 さ れ た 竜 脚 類 恐 竜 の ა 文

Ȫ T ambatitanis amicitiae Saegusa and Ikeda, 2014 として記शȫ

な̓̾ܜかの学成̦ض公表されているȪSaegusa and 
Tomida, 2011;  Kusuhashi et al., 2013;  Ikeda and Saegusa, 
2013;  Saegusa and Ikeda, 2014;  Ikeda et al., 2015, 2016, 
2021;  K. Tanaka et al., 2016, 2020;  Amiot et al., 2021;  Kubota 
et al., 2024;  T. Tanaka et al., 2024 な̓ȫ．

前したように，大山下層よͤ産出した化石の研究成ضは

学会͞ა文等で公表され，の高い学的ૂ報はଟশ

ಇୟされていく．֚方，そのၳ̦ਓ集されたً，̾ͤ͘ڎ

化石産地̦発見されたࠐ͞調査のඤယ，͘た調査実施に

ັଟする͞調ାな̓に関する見は，൳層͘たは他地域

にお̫る新ܰ調査のْࠗॐ͞実施の際にঢ༒で̜るに͜か

かͩら̴文書化される機会̦ઁない．๊֚にこのような見は

1) 兵庫県立大学自然・۪ޏ科学研究ਫ਼ ɧ669-1546 兵庫県三田市生̦ݚ 6 ಢ࿒
2) 兵庫県立人と自然の博物館自然・۪ޏ評価研究部 ɧ669-1546 兵庫県三田市生̦ݚ 6 ಢ࿒
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学ა文，ജাΩΥσ・ΩンέτΛト等で֚部ါ的に記され

るાࣣ̦ఉいȮ篠山層群に̾いては，兵庫県立人と自然の博

物館Ȫ編ȫ, 2011;  篠山層群恐竜化石等発掘調査検証委員

会, 2013ȯ．このような中，篠山層群にお̫る調査研究の୶ߐ

̫とな̽た丹波市山ධ上滝第֚にお̫る大ܰ࿅発掘調査

年の重ါ施ॐমުȮ池田͕かȪ2023ȫを४ચȯにお̫る߃͞

代 1 号トンΥσ岩य調査に関しては，̾ܜかの報告書等にお

いてそのඤယ̦ڛ的મळに記されているȪ池田，2012;  池
田͕か，2023ȫ．

篠山層群大山下層よͤ恐竜類化石̦発見されてから 18 年

したࣽ日，ໝତの化石産地においてତఉくの調査̦実施ًࠐ

されているȪ 1ȫ．しかしな̦ら，その調査ඤယをఘ系的か̾

༫گ的に記す͜のはない．調査にͩࠈる研究員のଲ代代̦

ૺむ中，大山下層の化石産出ອഽを考ၪすると൳層からࣽ

後͜新たな化石産地̦発見されるخෝ̦高い．͘た兵庫県

には൳層ոٸに͜和泉層群，૰層群，ཤొ層群，ચြ層群，

そして大阪層群とい̽た白亜系から第অ系の化石産出層̦

広くືしていることから，ြ的に発掘調査を実施すること

̦予見される．そこで本稿では，新たなଲ代͞他機関̦発掘

調査等をْࠗ・実施する上で४ચで̧るよう，篠山層群をచ

યとした発掘調査に関しそのႤঃを૦ͤ༐るとと͜にڎ産地に

お̫る調査の実施ٽါ，研究成ض等をାၑし報告する．

५߲ఱ५ئͬచય̱̹͂

औٽါ଼̤͍͢ض

ո下では，化石産地の発見年ਜ਼ではなく，地層のႲ͞

発見化石の関Ⴒを考ၪし，丹波市の上滝地ߊと丹波篠山

市の篠山ཷ地に̫，それ̸れ西௰地തからਜ਼に͓る．

ౘ෨ঌ५ධષశల֚ၧݗ႒اॲ౷Ȫ 1Ȅ2ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 2A, Bȫ

兵庫県丹波篠山市および丹波市ධ東部には，下部白亜系

篠山層群大山下層̦ືしているȪ，1993;  林͕か，

2010，2017 な̓ȫ．2006 年 8  7 日，ඵ人の化石ՔزࢡȪ௷

立ᙂঙとఆ上茂ঙȫ̦丹波市山ධ上滝の篠山عにႺ

出する൳層Ȫ竜脚類化石産出地：Kamitaki Bonebed Quarry，
K. Tanaka et al., 2020ȫを観察していたところ，ഉ岩層よͤඏ出

したڴ٭の物ఘを発見したȪ 2A, Bȫ．この物ఘはၰྴに

よͤ௲日掘ͤ出され，௷立ঙ̦含ခ層のশ代，物ఘのඅಭから

恐竜類の化石Ȫ後に丹波竜とࡤઠされ， T t. amicitiae として記

शされるȫで̜るخෝ̦高いと౯した．൳年 8  9 日，ၰ

ྴはठഽ調査を࣐いໝତതの化石とএͩれる物ఘをन集し，

൳日に人博研究員の・三枝春生ঙにۻをջှした．結ض，

それらのࠁఠ的අಭ，産出したાਫ਼・地層から，恐竜類の化石

と൳された．なお人博はこれらの化石̦発見される前に૰

層群の発掘調査を実施しておͤ，ΎͼンͺミΦΡン͞三田ౢ

ȪBothriodon sandaensis Tsubamoto, 2007ȫとい̽た大߿ሶ

類化石の発見̦ιディͺ等で広く報̲られていた

ȪTsubamoto et al., 2007;  三枝・田中，2010ȫ．その報ൽから大

人博にहୠしていることをၰྴは̦ز脊椎動物の߿

েしておͤ，三枝研究員にۻをջှしたষ第で̜る．

2. औ͈ࠐȪ 2C—Fȫ
2006 年 9  27ȡ29 日の 3 日間をか̫，化石のོ௬ેޙ

Ȫํս・産出ອഽȫをږするた͛দ掘調査̦実施されたȪ

2Cȫ．研究員ໝତྴ，発見৪ၰྴ，ତྴのാ࿐ैު員によͤ

人ႁ͘たエͺブτͼȜによ̽てഉ岩層の掘ॉ̦࣐ͩれた．結

期間か̾۰օ的な調査に͜かかͩら̴恐竜類の骨格とౣ，ض

এͩれる化石̦ໝତത発見され，൳層はఉくの化石を含ခし

ているخෝ̦高いと౯されたȪ 2Dȫ．দ掘後，न集され

た化石を剖出したところ，竜脚類恐竜の骨，尾椎，ࠬൽݡ，

脚類恐竜の歯とඅされ，産出ેޙから֚ࡢఘの化石

ོ̦௬しているとଔ௶された．

দ掘調査の結ضを൩̢͘，化石の予ே産出ၾ，調査ํս，

方法，期間等̦検൦され，本調査の実施ْ̦ࠗされた．発見

地は県̦ۯၑするعで̜るた͛，県のعۯၑ機関とࢥম

および調査方法，ํս，期間等を݈ފし調査の実施̦ࠨさ

れた．͘た൚শ国ඤにおいて，このような恐竜類化石の発見は

ခな例で̜ͤ，発見̦公になれ͊ଲ間๊֚から高いಕ࿒をܭ

集͛ると考̢られた．そこで発掘শのఘଷ͞見学৪等のచ؊，

ൔඳచॐな̓調査に関Ⴒしேされるڎਅهఴのచ؊方ॐ

に̾いて݈ފするた͛に，丹波県ྦྷޫ，丹波市，地元ਯྦྷの

代表，࠙察，人博からなるȶ丹波恐竜化石発掘等Ⴒ၁調ାފ

݈会ȷȪո後，݈ފ会ȫを発௷することとな̽た．しかしな̦ら，

2007 年 1  17 日に予していた第֚回の݈ފ会前の 2007
年元日に恐竜化石の発見̦新報ൽされたた͛，൳ 3 日

に博物館でݢᰣ記৪発表̦開टされ，研究員と発見৪から

発見のࠐ・意義等̦報告された．いて 11 日に地元ਯྦྷ

͒の୰ྶ会，͘た 13 日には博物館でठഽ記৪発表̦࣐ͩれ

発掘調査の方法ْࠗ等̦公表されたȪ 2Eȫ．なお元日の報

ൽは予期しておら̴，博物館͞関߸自হఘはచ؊に追ͩれ

࡛ાはईྸをޭ͛た．化石発見࡛ાではൔ掘をཡ̪た͛Ⴒ

日員̦代で࠙を࣐い，博物館ではႉশでْܑജ̦開

टされఉくのြ館৪̦̾͛か̫たȪ 2Fȫ．1  24 日には第֚

回݈ފ会̦開टされ発掘調査শの見学৪等のచ؊に̾いて

され，δランティͺの༡集͞材の調ోな̓調査にむ̫た݈ފ

̦ૺ͛られた．

3. औٽါȪນ 1ȫ
দ掘調査の結ضをう̫，化石含ခ層には竜脚類恐竜の

骨格ོ̦௬しているخෝ̦高いと౯された．দ掘শの

化石の大̧さからࡢఘͼΒ̦ଔされ，国ٸにお̫る竜脚

類恐竜の発掘ૂ報を४考におおよその調査ํս̦୭され

た．調査地は篠山のعでַ̜ͤၾによ̽ては௲जに௩水

－ 7 －

池田　他：篠山層群の発掘調査



 1 篠山層群ື域の地質，ڎ化石産地のအ子および化石保ߊࢌ域Ȯ地ၑ֭地Ȫ電子国ാ Webȫを加ࢥしてै成ȯ．A，上滝第֚保ࢌ

．スΉȜσɁ30 m．ْߊࢌ田保ݠ，D．ْߊࢌC，大山下保．ْߊࢌB，上滝第ඵ保．ْߊ
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．スΉȜσɁ30 m．ْߊࢌ田保ݠ，D．ْߊࢌC，大山下保．ْߊࢌB，上滝第ඵ保．ْߊ

 2 上滝第֚・竜脚類化石産出地の発見・調査．A，化石発見শのအ子．ΧンζȜでഉ岩層を掘ॉし化石をन集．B，発見শの恐竜化石Ȫఆ

上茂ঙ提ރȫ．発見൚は୶̦ତΓンΙ，ഉ岩中からႺ出．C，দ掘のအ子．発見৪と研究員で発見ؿਫ਼を中に実施．D，দ掘শに発見

された化石．ତ日間のদ掘に͜かかͩら̴ໝତࡢの化石̦産出．E，地元୰ྶ会．研究員̦，地元ਯྦྷに発見された化石に̾いて୰ྶ．F，ႉশ

ْܑജのအ子．発見̦報ൽされ，ݢᰣْܑജを実施．化石を֚࿒見ようとఉくのြ館৪̦Ⴅをなす．G，調査ࢥのအ子．化石含ခ層上պ

の地層を重機で掘ॉ．H，調査শのಱႛ໓ࠊ．白い࠺物はൽߓ保ۯ用とࠆݝ用に୭౾されたプτΧブȪৢ૯では見̢ない̦プτΧブ؈に۰օ

トͼτ͜୭౾ȫ．I，調査方ૻの୰ྶ໓ࠊ．調査層の表層にζȜȜで 1 m 掘ॉしな̦ら化石をౝ．ࠊのグリΛΡ̦֨かれている．J，発掘໓ْߊ

し，岩यをྜྷで̫ാෙに͛ݑる．K，発見された化石Ȫৢ૯中؇およびਔ༏のన中ȫ．大̧なດ本にζȜクȪ × ȫをັ̫，小さなດ本はనにවれ

発見ؿਫ਼にഇを̻，պ౾を௶ၾする．L，௶ၾ໓ࠊ．掘ॉ中に発見され，産出պ౾̦ͩかる͜のȪIS ດ本ȫはて௶ၾする．M，発掘໓ࠊ．大̧

な化石のਔ༏を掘ͤし，化石のོ௬ેޙに̾いてږする．N，発掘໓ࠊ．大̧な岩ٞで୨ͤ出̵るように化石ਔ༏を掘ॉする．O，プラスタȜ

ジλΉΛトをクτȜンでͤ上̬トラΛクでเする．P，発掘໓ࡑࠐ．ࠊཅີなδランティͺを中に，J で掘ॉされた岩यを小ڬして化石をౝす．

Q，掘ॉ岩のാෙを集ୟ．それ̸れのْߊ・層ごとに͘と͛られている．R，調査後の໓ࠊ．化石含ခ層͞調査࡛ાの保ࢌのた͛ンクリȜトでਰ

ചしている．
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し水する．そのた͛調査はڱ水期で̜るൃܬȪࢥをੰく

調査期間は৽として 1ȡ3 中ܬൃ，ȫに実施するຈါ̦̜ͤ

に調査をۖၭすること̦で̧るํս̦検൦されఘとして

ষにͩたる調査ْ̦ࠗされた．͘た，調査を期間中にଇ௸か̾

にۖၭすることを࿒的とし，地元中にδランティͺを༡ڲ

集し，市ྦྷとのފ൳で調査̦実施された．調査は 2007ࠥ2012
年間にࠗ回実施され，調査期間は 278日，δランティͺの

४加人ତはװ 2708 人で̜̽た．調査において掘ॉされた岩

ٞはळかくयかれ小さな化石͜ဒすことなくन集される．しかし

な̦ら，ڎ回 20ȡ30 m2 Ȫ第ষは 7 m2ȫ掘ॉされるた͛

期間中にてをੜၑすることは出ြない．そこでそれらのྚ調

査岩ٞは人博͞ȶ元気ఆかみく̬ȷȪ化石産地߃ႋのਯྦྷခ

志で୭立されたܑުழࣣȫで保ۯされ，子̓͜を中に広く֚

๊の方̦४加すること̦خෝな調査会Ȫ発掘ఘࡑ会ȫ̦化石

ঐ൵員Ȫ池田͕か，2023ȫのঐ൵の͜と年実施されてい

る．࡛地にお̫る調査͞後の発掘ఘࡑ会，͘た剖出等のၳ

ାၑの結2024，ض 年 9 で൳地തからはྎ 46,294 തのၳ

̦न集されている．

4. औȪນ 2Ȅ 2G, Hȫ

化石発見地はعのた͛ۯၑ・۬ආ機関と調査にຈါな

し，ၭ解をංたう̢でఘの調査ْ̦݈ࠗފমඤယ等をࢥ

された．化石を含ခするとされるഉ岩層の上պには礫岩ࠨ

層͞ग岩層̦重なる．ম前の調査では，これらから化石は発

見されておら̴，化石を含ခするخෝは೩いと౯された．

そのた͛ഉ岩層の調査を৽࿒的とし，ࢥで上պの層を重

機で৾ͤੰいたȪ 2Gȫ．৾ͤੰく際はخෝなͤࡠ研究員̦࡛

ાにతहし，掘ॉ岩に化石̦含ခされていないか期的にږ

した．͘た調査地はعで̜ͤ௷元̦՛く，ໝତྴ̦հか

られた．そこで，調査ࡠるાਫ਼はޭ͛て̢࣐ၚ的にैުを࢘̾

をڲに実施で̧るように，これらの掘ॉ岩यをঀい調査地に

地̦֚শ的にାされた．̵̜ͩて，調査地ັ߃にはఞ機

ા，用ߓਓො庫͞水ા̦ないた͛，ع؍܅ࢌにب୭のプ

τΧブ，トͼτ̦୭౾されたȪ 2Hȫ．

調査はδランティͺを༡集し，研究員とފ൳で実施された

Ȯࠐ・方法等のમळは，池田 Ȫ2012ȫ，池田͕かȪ2023ȫを४

ચȯ．前のとおͤ，人博ではո前に૰層群にお̫る発掘調

査を実施しておͤ，൚ڂ調査と൳အにδランティͺを༡集して

いる．その際にါ͞ࣇಕ意ത等をାၑしておͤ，そのࡑࠐを൩

̢͘٨͛てδランティͺ༡集にむ̫た書類等̦ै成された．༡

集մඤ等は人博͞関߸自হఘの施୭でࠇাされ，؊༡書類

に加̢४加൳意書の提出をຈଌとし，δランティͺ൚৪̦

ຈါ書類のັ・ږ後，集ࣣાਫ਼͞開ইশ間等のಕ意ম

ࣜを記したႲ၁書をڎ४加৪にဍした．̵̜ͩて，ڎ日・

ఘの४加人ତを集ࠗ・ାၑし，期間ఘでຈါとされる調査

物を検൦・し，それらを調査開ই前にب୭のプτΧブに

เවした．

ນ 2 篠山層群大山下層のڎ化石産地で৽にঀ用した調査

物・୭.

ဵ大山下では調査を実施していないた͛記ྫ.

調査ಕ۫
・અඍ名

産ஏ名

上
Ҳ

上
二

ઔେ̏ߺ
トンネル 田ٸ ࠦݻ

ύンマー ● ● ● ● ●
୵りਓ ● ● ●

保ޤメΪネ ● ● ● ● ●
ルーペ ● ● ● ● ●
αンϏス ● ● ●
ϖルメρト ● ● ● ● ●
マスク ● ● ● ● ●
βϞघୀ ● ● ● ● ●
घ܋ ● ● ● ● ●

ཌྷ࣪用マρト ● ● ● ● ●
石ׄୈ ● ●

キャンプ用Ҟ子 ● ● ●
ϔルーシート ● ● ● ●
ιρトٺٻ ● ● ● ● ●
ϛリバケς ●

ີ ● ● ● ● ●
ϔロアー ● ● ●
घۿ ●
タΪネ ● ● ●

ਫ਼テープ ● ● ● ● ●
ΪϞテープ ● ● ● ● ●
ペンキペン ● ● ● ● ●
ペイント
マーカー ● ● ● ● ●

ϙワイトペン ● ● ● ● ●
ボールペン ● ● ● ● ●
マジρクࠉ ● ● ● ● ●

ύケ ●
οリᝩ ●

ॢؔંࡐ ● ● ● ● ●
Ϗラロイド ● ● ● ●

カラースプϪー ●
バーラρプ ● ●

石ߥ ● ●
ϛリୀ ● ● ● ● ●
ౖೱୀ ● ● ●

キροンタオル ● ● ● ● ●
トイϪρトペーϏー ● ● ● ● ●

ਭฑح ●
巻ऊ ● ● ●

メジャー ● ● ●
ϙワイトボード ●

シャϗル ● ● ●
ͽしΎ͚ ● ●
A3 ժ൝ ●
A4 ժ൝ ●
ඬ本ୀ ● ● ● ● ●

プラスορク
αンテψ ● ● ● ● ●

घ動ϛンプ ●
ϛンプれ ●
石་ストーϔ ●
་タンク ●

ௗط ● ●
ు動ύンマー ● ●
ుドラϞ ● ●
ドローン ●

調査用カメラ ● ● ● ● ●
༩ඍカメラ ● ● ● ● ●

ଵుܠ用ݳ ●
֦झैుح ●
ށҝ؈ ● ●

テント・タープ ● ●
プϪύϔঘԲ

（用۫れ・ܞٵ） ●

ՀઅトイϪ ●

ˠࢃ下では調査Νࣰࢬしͱ͏͵͏たΌىफ़ໃ
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5. औ༹༷Ȫ 2I—Rȫ
ࢥによͤႺ出されたഉ岩層の層ၑ࿂，ڎ回 20ȡ30

m2Ȫ第ষ発掘は 7 m2ȫのํսに，௶ၾ機器ȪトȜタσステ

Ȝシοンȫをঀい，東西ධཤ方࢜に 1 m のグリΛΡをζȜْߊ

Ȝでຝ̧，東西にତ字，ධཤにͺσέαΛトを用いそ

れ̸れのグリΛΡにে༆番号を૦るȪ 2I，例̢͊ E7ȫ．͘た調

査చયで̜るഉ岩層は 1ȡ1.2 m の層̜̦࢚ͤ，ඵষ発掘

ոࣛは高さ 20 cm ごとに上պから I 層ȡუ層にߊし層番号

をဓ̢た．調査は৽にո下の三̾のඤယで実施される．

1ȫߡॉऔ

研究員と化石न集の͞ࡑࠐেをခするδランティͺは電

動ΧンζȜをঀい，ඵ人֚ழとな̽てڎグリΛΡ・層ごとに掘ॉ

し化石の含ခેޙをո下のように調査する：①֚人̦ॉ岩し，

͜う֚人̦ྜྷで岩यを̫な̦ら，それ̸れ෫౯࿂を観察し

化石のခྫを༆し，化石̦見られない掘ॉ岩はグリΛΡのে

༆・層番号を記したാෙనにਜ਼ষවれていくȪ 2JȫȈղ掘ॉ

中に化石̦ে༆されたાࣣ，掘ॉを中౯しブロͺȜ等で産出

തのを৾ͤੰ̧化石のેఠをږし，産出պ౾̦ͩから

ないાࣣはन集番号ɖをັ̫保ۯするȈ③恐竜類等の大߿化

石は下記の୨出調査の方法で調査を࣐うȈ ④恐竜類の歯͞

骨片，小動物の化石のાࣣは産出պ౾を記するた͛ζȜ

΅ングȪβͼントおよびഇを̾ȫし，෫అした化石を含む岩石

をດ本నにいれन集番号を記වしてζȜ΅ングതの؍におく

Ȫ 2KȫȈ⑤ζȜ΅ングത・化石を෫ٟしないようにಕ意しな̦

ら掘ॉを̫るȈ⑥ζȜ΅ングത̦௩̢掘ॉ̦ࣾඳにな̽たら

トȜタσステȜシοンでպ౾ૂ報を記するȪ 2LȫȈշζȜ

΅ングതにॼంする化石を掘ͤで̺৾ͤしດ本నにවれる ;
ոْ̦֚ߊਞၭする͘で①ȡշを߫ͤ༐す．③のような大߿

化石ོ̦௬するํսをੰ̧，ڎグリΛΡ・層ごとに調査し掘ॉ

࿂を੭șに下̬，डਞ的にഉ岩層をて掘ॉする．

ɖ न集番号：調査中にन集された化石にはାၑ用の番号

Ȫन集番号ȫ̦ဓ̢られる．番号はन集年Ȫ西Ⴃ下ඵ̫

たȫ・・日，質Ȯ௶ၾૂ報ခȪISȫ・ྫȪSCȫȯ，し番号

̦ဓ̢られ，̵̜ͩて産出エリͺૂ報ȪグリΛΡ・層ȫ，न集

৪̦記される．例̢͊ 2008 年 1  27 日に௶ၾした

ၳで 5 番࿒の͜のは 080127-IS-5 とດ記される．篠山層群

大山下層にお̫る本格的な化石調査̦ই̽͘た൚は，

化石産出地は丹波市上滝の竜脚類化石産出地のみで̜

̽た̦年ș産地̦௩̢，2024 年 9 ではྎ 6 地തの化石

産地̦ږされている．そのた͛他産地でन集されたၳ

にはାၑ番号の൮にո下の産地・層ૂ報̦追記された：

ྫດ記，上滝第֚竜脚類化石産出地ȈKE，上滝第֚恐

竜類၅・၅ڔ化石産出地Ȉ.ჟ，上滝第ඵȈOY，大山下Ȉ

MY，ݠ田ȈNM，࿐ൽ中؇公Ȫ西古佐ȫȈKT，代 1
号トンΥσ．न集番号をဓ̢た化石は博物館で٨͛てે

ఠをږし，類群͞部պな̓デȜタαȜスのഴにຈါ

なૂ報をਓ集する．̵̜ͩて剖出等のੜၑを࣐い，डਞ的

に博物館のດ本番号Ȫ例̢͊ T t. amicitiae γロタͼプ：

Museum of Nature and Human Activities, Hyogo, MNHAH 
D1-029280ȫをဓ̢てၳとしてഴする．

2ȫ୨औ

大߿化石に関してはո下のࢥを̽͜て岩ٞごとに化石を

৾ͤ上̬る：①大߿化石̦発見されたાࣣ，電動ΧンζȜで

の掘ॉを֚中౯し掘ͤैުに୨ͤఢ̢，化石の大̧さ͞

ོ௬ેޙをږするȪ 2MȫȈղږ後，化石ਔ༏を重に

電気ΧンζȜ͞掘ͤで掘ॉしືํսをږし，掘ॉ岩は

ে༆・層番号を記したാෙనにਜ਼ষවれていくȈ③化石の

ືํսٸは上記 1ȫの①・ղにਲ̽て化石のခྫをږし，岩

をす͓て掘ॉするȈ④化石のືํսを͜とに，岩ٞで୨ͤ出

しํսを͛ࠨ成ࠁするȪ 2NȫȈ⑤୨ͤ出す岩ٞごとに化石の

ືેޙに̵̜ͩてζȜ΅ングതを̻௶ၾするȈ⑥石࣍の

ໞいȪプラスタȜジλΉΛトȫで岩ٞを保ࢌし，重機でเ出する

Ȫ 2Oȫ．

3ȫڬऔ

上した調査において掘ॉした岩यはാෙనにවれられ

て保ۯされる．調査と࣐して，これらの岩यをळかくय̧化石

のခྫを調͓る石ڬ調査̦δランティͺを中に研究員の༞੩

の͜と実施されるȪ 2Pȫ．方法はո下のͤで̜る：①掘ॉ・୨

出調査において，ఉくの化石̦産出しているグリΛΡ・層を選༆

するȈղാෙనから岩ٞを̺৾ͤし，表࿂を観察し化石のခྫを

ږ，しۯで̧たらन集番号をັ̫保ږするȈ③化石̦ږ

出ြないાࣣは，ΧンζȜで石をͤڬ෫౯࿂を観察するȈ④ਜ਼

ষ̽ڬてい̧化石̦見̾かれ͊न集番号をັ̫保ۯし，小ঐ

のঐ୶大になる͘で͛ૺͤڬ化石̦見られない͜のをܤする．

予ํսの掘ॉۖၭを̽͜て，࡛ાでの調査はਞၭとなる．

回ാෙనでन集される岩यはཛྷ大なၾで̜ͤ，調査期間ڎ

中に石ڬ調査をてਞ̢ることはະخෝで̜るȪ 2Qȫ．その

た͛，これらの岩यは人博と元気ఆかみく̬でグリΛΡ・層ごと

に保ۯされ，発掘ఘࡑ会等を̲てࠑ的に調査̦࣐ͩれ

ているȮમしくは池田Ȫ2012ȫ，池田͕かȪ2023ȫȯ．調査࡛ાは

عの௩水͞໓ַによる化石含ခ層の໓化，調査によるع

地ࠁの་化にと͜なうعൽの֊動をཡ̪た͛，掘ॉ部は

ンクリȜトでਰച・保ࢌされるȪ 2Rȫ．

6. ࣉȪ 1Aȫ

൳地にお̫る恐竜化石の発見後，丹波市は 2007 年 5 に

丹波市恐竜化石保ૄࢌ例施࣐ܰ௱を͛丹波市恐竜化石

保ૄࢌ例を施࣐し，竜脚類恐竜化石発見地から上ၠおよび

下ၠ 20 m ඤで市ಿߊࢌにঐされておͤ，保ߊࢌ域̦保ߊ

のخݺなく化石のन৾͘た類する࣐ևはগされている．

7. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

竜脚類Ȫ৽に T t. amicitiaeȫの骨格，恐竜類Ȫ竜脚類，脚
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5. औ༹༷Ȫ 2I—Rȫ
ࢥによͤႺ出されたഉ岩層の層ၑ࿂，ڎ回 20ȡ30

m2Ȫ第ষ発掘は 7 m2ȫのํսに，௶ၾ機器ȪトȜタσステ

Ȝシοンȫをঀい，東西ධཤ方࢜に 1 m のグリΛΡをζȜْߊ

Ȝでຝ̧，東西にତ字，ධཤにͺσέαΛトを用いそ

れ̸れのグリΛΡにে༆番号を૦るȪ 2I，例̢͊ E7ȫ．͘た調

査చયで̜るഉ岩層は 1ȡ1.2 m の層̜̦࢚ͤ，ඵষ発掘

ոࣛは高さ 20 cm ごとに上պから I 層ȡუ層にߊし層番号

をဓ̢た．調査は৽にո下の三̾のඤယで実施される．

1ȫߡॉऔ

研究員と化石न集の͞ࡑࠐেをခするδランティͺは電

動ΧンζȜをঀい，ඵ人֚ழとな̽てڎグリΛΡ・層ごとに掘ॉ
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༆・層番号を記したാෙనにਜ਼ষවれていくȪ 2JȫȈղ掘ॉ
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ら掘ॉを̫るȈ⑥ζȜ΅ングത̦௩̢掘ॉ̦ࣾඳにな̽たら

トȜタσステȜシοンでպ౾ૂ報を記するȪ 2LȫȈշζȜ
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̦ဓ̢られ，̵̜ͩて産出エリͺૂ報ȪグリΛΡ・層ȫ，न集

৪̦記される．例̢͊ 2008 年 1  27 日に௶ၾした

ၳで 5 番࿒の͜のは 080127-IS-5 とດ記される．篠山層群

大山下層にお̫る本格的な化石調査̦ই̽͘た൚は，

化石産出地は丹波市上滝の竜脚類化石産出地のみで̜

̽た̦年ș産地̦௩̢，2024 年 9 ではྎ 6 地തの化石

産地̦ږされている．そのた͛他産地でन集されたၳ

にはାၑ番号の൮にո下の産地・層ૂ報̦追記された：

ྫດ記，上滝第֚竜脚類化石産出地ȈKE，上滝第֚恐

竜類၅・၅ڔ化石産出地Ȉ.ჟ，上滝第ඵȈOY，大山下Ȉ

MY，ݠ田ȈNM，࿐ൽ中؇公Ȫ西古佐ȫȈKT，代 1
号トンΥσ．न集番号をဓ̢た化石は博物館で٨͛てે

ఠをږし，類群͞部պな̓デȜタαȜスのഴにຈါ

なૂ報をਓ集する．̵̜ͩて剖出等のੜၑを࣐い，डਞ的

に博物館のດ本番号Ȫ例̢͊ T t. amicitiae γロタͼプ：

Museum of Nature and Human Activities, Hyogo, MNHAH 
D1-029280ȫをဓ̢てၳとしてഴする．

2ȫ୨औ

大߿化石に関してはո下のࢥを̽͜て岩ٞごとに化石を

৾ͤ上̬る：①大߿化石̦発見されたાࣣ，電動ΧンζȜで

の掘ॉを֚中౯し掘ͤैުに୨ͤఢ̢，化石の大̧さ͞

ོ௬ેޙをږするȪ 2MȫȈղږ後，化石ਔ༏を重に

電気ΧンζȜ͞掘ͤで掘ॉしືํսをږし，掘ॉ岩は

ে༆・層番号を記したാෙనにਜ਼ষවれていくȈ③化石の

ືํսٸは上記 1ȫの①・ղにਲ̽て化石のခྫをږし，岩

をす͓て掘ॉするȈ④化石のືํսを͜とに，岩ٞで୨ͤ出

しํսを͛ࠨ成ࠁするȪ 2NȫȈ⑤୨ͤ出す岩ٞごとに化石の

ືેޙに̵̜ͩてζȜ΅ングതを̻௶ၾするȈ⑥石࣍の

ໞいȪプラスタȜジλΉΛトȫで岩ٞを保ࢌし，重機でเ出する

Ȫ 2Oȫ．

3ȫڬऔ

上した調査において掘ॉした岩यはാෙనにවれられ

て保ۯされる．調査と࣐して，これらの岩यをळかくय̧化石

のခྫを調͓る石ڬ調査̦δランティͺを中に研究員の༞੩

の͜と実施されるȪ 2Pȫ．方法はո下のͤで̜る：①掘ॉ・୨

出調査において，ఉくの化石̦産出しているグリΛΡ・層を選༆

するȈղാෙనから岩ٞを̺৾ͤし，表࿂を観察し化石のခྫを

ږ，しۯで̧たらन集番号をັ̫保ږするȈ③化石̦ږ

出ြないાࣣは，ΧンζȜで石をͤڬ෫౯࿂を観察するȈ④ਜ਼

ষ̽ڬてい̧化石̦見̾かれ͊न集番号をັ̫保ۯし，小ঐ

のঐ୶大になる͘で͛ૺͤڬ化石̦見られない͜のをܤする．

予ํսの掘ॉۖၭを̽͜て，࡛ાでの調査はਞၭとなる．

回ാෙనでन集される岩यはཛྷ大なၾで̜ͤ，調査期間ڎ

中に石ڬ調査をてਞ̢ることはະخෝで̜るȪ 2Qȫ．その

た͛，これらの岩यは人博と元気ఆかみく̬でグリΛΡ・層ごと

に保ۯされ，発掘ఘࡑ会等を̲てࠑ的に調査̦࣐ͩれ

ているȮમしくは池田Ȫ2012ȫ，池田͕かȪ2023ȫȯ．調査࡛ાは

عの௩水͞໓ַによる化石含ခ層の໓化，調査によるع

地ࠁの་化にと͜なうعൽの֊動をཡ̪た͛，掘ॉ部は

ンクリȜトでਰച・保ࢌされるȪ 2Rȫ．

6. ࣉȪ 1Aȫ

൳地にお̫る恐竜化石の発見後，丹波市は 2007 年 5 に

丹波市恐竜化石保ૄࢌ例施࣐ܰ௱を͛丹波市恐竜化石

保ૄࢌ例を施࣐し，竜脚類恐竜化石発見地から上ၠおよび

下ၠ 20 m ඤで市ಿߊࢌにঐされておͤ，保ߊࢌ域̦保ߊ

のخݺなく化石のन৾͘た類する࣐ևはগされている．
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類，ティラΦウσス上科，Ρロζエウσス科，テリジΦウ

σス類，ು脚類，ͼグͺΦΡン類，ͺン΅ロウσス類ȫの歯，恐

竜類Ȫ脚類，ು脚類ȫの၅ڔ，χニࠁ類の歯，ι類の骨格，

エσ類の骨格，トΊ類のဋၗ骨，ٵエΫ類．

8. ৽̈́ض଼ݪࡄ

竜脚類の記शȪ T t. amicitiae: Saegusa and Ikeda, 2014ȫ， T t.
amicitiae 3D モデσのࢹಃȪ三枝，2020ȫ，恐竜類の歯の記श

͘たは報告Ȫ竜脚類・ͼグͺΦΡン上科・ティラΦウσス上科: 
三枝͕か，2010;  Saegusa and Tomida, 2011ȫ，恐竜類၅ڔの

記 श Ȯ N ipponoolithus ramosus K. Tanaka et al., 2016, 
Elongatoolithus sp., Prismatoolithus sp.,  Prismatoolithidae 
indet. (= Subtiliolithus hyogoensis K. Tanaka et al, 2020),
Spheroolithus sp.: K. Tanaka et al., 2016ȯ，エσ類の記श

Ȫ H yogobatrachus w adai Ikeda et al., 2015, T ambabatrachus 
k aw az u Ikeda et al., 2015: Ikeda et al., 2015ȫ，トΊ類の記श

ȪScincomorpha Type D: Ikeda and Saegusa, 2013ȫ，発掘調査

および化石研究の予察的報告Ȫ三枝͕か，2008，2010ȫ，層
序・礫ਅの記शと礫の年代Ȫ小林・後藤，2008ȫ．

ౘ෨ঌ५ධષశల֚ޔၧ႒၅・၅اڔॲ౷

Ȫ 1Ȅ3ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 3A, Bȫ

竜脚類化石産出地にお̫る発掘調査は，地元ਯྦྷからは

地域ڰ化の観തからࠑを͛ݥられた̦，化石の産出ેޙ

をۻみ൚ْࠗのͤ 2012 年を̽͜てਞၭとな̽た．2012 年

ոࣛは，上久下Ȫかみく̬ȫ地域自হ݈ފ会̦৽टし，博物

館研究員̦४ْするࠁで新たな化石含ခ層を発見するこ

とを࿒的としたদ掘調査̦実施されている．このような調査を

していくなかで，竜脚類化石産出地の上ၠにպ౾するഉࠑ

岩層から恐竜類とএͩれる骨片͞トΊ類の化石̦ໝତ発見

されておͤ， T t. amicitiae にষ̪恐竜化石の発見̦期ఞされた．

そこで 2015 年 10  19ȡ22 日に，٨͛て൳݈ފ会̦৽टし

൚ڂ層をచયとしたদ掘調査̦実施されたȪ 3A, Bȫ．4 日

間を予し調査̦࣐ͩれ，日は竜脚類の歯̦֚ത発見さ

れたのみで期ఞした成ضとは։な̽た̦，ඵ日࿒には၅のࠁ

ેをと̓͛た化石̦大山下層から͛て発見され࡛ાはܔۥ

にいたȪ 3Cȫ．डਞ日にはໝତの၅͞ྫତの၅ڔ化石̦

ྟ集したેఠでږされ，このことから൳層にはྫତの၅化石，

͞集౬でאしたેఠ，͘たこれらの၅を産ん̺動物のఘ

化石̦保ంされているとଔ௶された．

2. औ͈ࠐȪ 3D, Eȫ
দ掘調査によͤ၅・၅ڔ化石̦ྟ集したેఠで発見された．

しかしな̦ら，෫అな̓をཡ̨学的価をఅな̴ͩこれらを

न集するにはな機材と期間，人員̦ຈါと考̢本調査に

む̫たの間の自然໓化͞ൔ掘等をཡ̪ことを࿒的に化

石Ⴚ出࿂をンクリ―トでໞい࡛地保ంしたȪ 3Dȫ．産出化

石は恐竜類の၅・၅ڔ化石とଔ௶され，σ΄リȜ大学の田

中ࢫ博আȪ࡛・ಆ波大学生ྵ۪ޏ系ȫにમळなۻをջ

ှした．結ض，小߿の脚類恐竜͜しくはು類の၅・၅ڔ化石

で̜るخෝ̦高いとされ，下部白亜系からのこのような化石

の産出はଲٮ的に͜ܭで学的に重ါなၳで̜ること̦া

ऐされた．2016 年 1 ，れ࣐ͩには記৪発表，地元୰ྶ会̦

これらの発見および研究結̦ض予察的に報告されたȪ 3Eȫ．
࣐して発掘調査を実施するた͛に，۬ආ機関および関߸自

হఘと͛ૺ̦݈ފられ，2018 年ഽの兵庫県重ါ施ॐমުと

して発掘調査の実施̦न఼された．竜脚類化石産出地と൳အ

に調査地は篠山のعで̜るた͛，հ࿂にၪしڱ水期

で̜るൃܬȪ2019 年 1ȡ3 ȫに調査を実施で̧るようにδラン

ティͺの༡集͞材の調ోな̦̓ૺ͛られた．

3. औٽါȪນ 1ȫ
দ掘調査，その後の研究結ضをう̫，化石含ခ層には小߿

の脚類恐竜͜しくはು類の၅化石̦含ခされておͤ，ౙఘ

の化石̺̫ではなく͞集౬でאしたેఠ，͘たこれらの၅

を産ん̺動物のఘ化石の産出̦期ఞされた．দ掘で発見され

た၅・၅ڔ化石を֚̾のとبし，国ٸにお̫る恐竜類၅

化石の発掘ૂ報を४考に集౬אで̜るાࣣののືํ

ս̦ଔされ，おおよその調査ํս̦୭された．調査は竜

脚類化石産出地と൳အൃܬに予され，兵庫県下を中に

δランティͺを༡集し市ྦྷとのފ൳で実施された．調査は

2019 年 1  8 日ȡ3  9 日の 59 日間実施され，δランティ

ͺのװ४加人ତは 434 人，調査期間にお̫る産出化石は

1104 തをତ̢たȪ表 1ȫ．そのఉく̦၅・၅ڔ化石で̜る̦，恐

竜類の歯化石͞エσ類͞トΊ類な̓の化石͜ໝତږさ

れている．竜脚類化石産出地と൳အにྚ調査岩यは人博͞

元気ఆかみく̬で保ۯされ，化石ঐ൵員Ȫ池田͕か，

2023ȫのঐ൵の͜と発掘ఘࡑ会等でڰ用され新たな化石

ၳ̦न集されている．これらを̵ࣣͩると，2024 年 9 でྎ

2115 തのၳ̦ږされている．

4. औȪນ 2ȫ
な֑ࠚਫ਼の୭౾պ౾͞δランティͺ༡集の方法にࠆݝ

いは̜る͜ののȪ池田，2012Ȉ池田͕か，2023ȫ，৽として竜脚

類化石産出地の調査と൳အのを࣐̽た．

5. औ༹༷Ȫ 3F—Lȫ
調査ํսは 24 m2，掘ॉ層࢚ 1 m でܖ本的には竜脚

類化石産出地の調査Ȫ掘ॉ・୨出・石ڬȫと൳အの方法Ȫમळ

は上記を४ચȫ̦৾られている．本調査で産出する化石は小

さくྟ集しているخෝ̦高いと予ேされ，よͤમळに化石の

պ౾ૂ報をਓ集することを࿒的とし，50 cm のグリΛΡを୭ْߊ

したȪ 3Fȫ．̴͘掘ॉ調査̦࣐ͩれ，দ掘調査শに၅化

石̦ྟ集して発見されたํսは୨出調査と൳အの方法で岩

ٞとしてन集されたȪ 3G—Jȫ．δランティͺによる掘ॉ岩य
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類，ティラΦウσス上科，Ρロζエウσス科，テリジΦウ

σス類，ು脚類，ͼグͺΦΡン類，ͺン΅ロウσス類ȫの歯，恐

竜類Ȫ脚類，ು脚類ȫの၅ڔ，χニࠁ類の歯，ι類の骨格，

エσ類の骨格，トΊ類のဋၗ骨，ٵエΫ類．

8. ৽̈́ض଼ݪࡄ

竜脚類の記शȪ T t. amicitiae: Saegusa and Ikeda, 2014ȫ， T t.
amicitiae 3D モデσのࢹಃȪ三枝，2020ȫ，恐竜類の歯の記श

͘たは報告Ȫ竜脚類・ͼグͺΦΡン上科・ティラΦウσス上科: 
三枝͕か，2010;  Saegusa and Tomida, 2011ȫ，恐竜類၅ڔの

記 श Ȯ N ipponoolithus ramosus K. Tanaka et al., 2016, 
Elongatoolithus sp., Prismatoolithus sp.,  Prismatoolithidae 
indet. (= Subtiliolithus hyogoensis K. Tanaka et al, 2020),
Spheroolithus sp.: K. Tanaka et al., 2016ȯ，エσ類の記श

Ȫ H yogobatrachus w adai Ikeda et al., 2015, T ambabatrachus 
k aw az u Ikeda et al., 2015: Ikeda et al., 2015ȫ，トΊ類の記श

ȪScincomorpha Type D: Ikeda and Saegusa, 2013ȫ，発掘調査

および化石研究の予察的報告Ȫ三枝͕か，2008，2010ȫ，層
序・礫ਅの記शと礫の年代Ȫ小林・後藤，2008ȫ．

ౘ෨ঌ५ධષశల֚ޔၧ႒၅・၅اڔॲ౷

Ȫ 1Ȅ3ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 3A, Bȫ

竜脚類化石産出地にお̫る発掘調査は，地元ਯྦྷからは

地域ڰ化の観തからࠑを͛ݥられた̦，化石の産出ેޙ

をۻみ൚ْࠗのͤ 2012 年を̽͜てਞၭとな̽た．2012 年

ոࣛは，上久下Ȫかみく̬ȫ地域自হ݈ފ会̦৽टし，博物

館研究員̦४ْするࠁで新たな化石含ခ層を発見するこ

とを࿒的としたদ掘調査̦実施されている．このような調査を

していくなかで，竜脚類化石産出地の上ၠにպ౾するഉࠑ

岩層から恐竜類とএͩれる骨片͞トΊ類の化石̦ໝତ発見

されておͤ， T t. amicitiae にষ̪恐竜化石の発見̦期ఞされた．

そこで 2015 年 10  19ȡ22 日に，٨͛て൳݈ފ会̦৽टし

൚ڂ層をచયとしたদ掘調査̦実施されたȪ 3A, Bȫ．4 日

間を予し調査̦࣐ͩれ，日は竜脚類の歯̦֚ത発見さ

れたのみで期ఞした成ضとは։な̽た̦，ඵ日࿒には၅のࠁ

ેをと̓͛た化石̦大山下層から͛て発見され࡛ાはܔۥ

にいたȪ 3Cȫ．डਞ日にはໝତの၅͞ྫତの၅ڔ化石̦

ྟ集したેఠでږされ，このことから൳層にはྫତの၅化石，

͞集౬でאしたેఠ，͘たこれらの၅を産ん̺動物のఘ

化石̦保ంされているとଔ௶された．

2. औ͈ࠐȪ 3D, Eȫ
দ掘調査によͤ၅・၅ڔ化石̦ྟ集したેఠで発見された．

しかしな̦ら，෫అな̓をཡ̨学的価をఅな̴ͩこれらを

न集するにはな機材と期間，人員̦ຈါと考̢本調査に

む̫たの間の自然໓化͞ൔ掘等をཡ̪ことを࿒的に化

石Ⴚ出࿂をンクリ―トでໞい࡛地保ంしたȪ 3Dȫ．産出化

石は恐竜類の၅・၅ڔ化石とଔ௶され，σ΄リȜ大学の田

中ࢫ博আȪ࡛・ಆ波大学生ྵ۪ޏ系ȫにમळなۻをջ

ှした．結ض，小߿の脚類恐竜͜しくはು類の၅・၅ڔ化石

で̜るخෝ̦高いとされ，下部白亜系からのこのような化石

の産出はଲٮ的に͜ܭで学的に重ါなၳで̜ること̦া

ऐされた．2016 年 1 ，れ࣐ͩには記৪発表，地元୰ྶ会̦

これらの発見および研究結̦ض予察的に報告されたȪ 3Eȫ．
࣐して発掘調査を実施するた͛に，۬ආ機関および関߸自

হఘと͛ૺ̦݈ފられ，2018 年ഽの兵庫県重ါ施ॐমުと

して発掘調査の実施̦न఼された．竜脚類化石産出地と൳အ

に調査地は篠山のعで̜るた͛，հ࿂にၪしڱ水期

で̜るൃܬȪ2019 年 1ȡ3 ȫに調査を実施で̧るようにδラン

ティͺの༡集͞材の調ోな̦̓ૺ͛られた．

3. औٽါȪນ 1ȫ
দ掘調査，その後の研究結ضをう̫，化石含ခ層には小߿

の脚類恐竜͜しくはು類の၅化石̦含ခされておͤ，ౙఘ

の化石̺̫ではなく͞集౬でאしたેఠ，͘たこれらの၅

を産ん̺動物のఘ化石の産出̦期ఞされた．দ掘で発見され

た၅・၅ڔ化石を֚̾のとبし，国ٸにお̫る恐竜類၅

化石の発掘ૂ報を४考に集౬אで̜るાࣣののືํ

ս̦ଔされ，おおよその調査ํս̦୭された．調査は竜

脚類化石産出地と൳အൃܬに予され，兵庫県下を中に

δランティͺを༡集し市ྦྷとのފ൳で実施された．調査は

2019 年 1  8 日ȡ3  9 日の 59 日間実施され，δランティ

ͺのװ४加人ତは 434 人，調査期間にお̫る産出化石は

1104 തをତ̢たȪ表 1ȫ．そのఉく̦၅・၅ڔ化石で̜る̦，恐

竜類の歯化石͞エσ類͞トΊ類な̓の化石͜ໝତږさ

れている．竜脚類化石産出地と൳အにྚ調査岩यは人博͞

元気ఆかみく̬で保ۯされ，化石ঐ൵員Ȫ池田͕か，

2023ȫのঐ൵の͜と発掘ఘࡑ会等でڰ用され新たな化石

ၳ̦न集されている．これらを̵ࣣͩると，2024 年 9 でྎ

2115 തのၳ̦ږされている．

4. औȪນ 2ȫ
な֑ࠚਫ਼の୭౾պ౾͞δランティͺ༡集の方法にࠆݝ

いは̜る͜ののȪ池田，2012Ȉ池田͕か，2023ȫ，৽として竜脚

類化石産出地の調査と൳အのを࣐̽た．

5. औ༹༷Ȫ 3F—Lȫ
調査ํսは 24 m2，掘ॉ層࢚ 1 m でܖ本的には竜脚

類化石産出地の調査Ȫ掘ॉ・୨出・石ڬȫと൳အの方法Ȫમळ

は上記を४ચȫ̦৾られている．本調査で産出する化石は小

さくྟ集しているخෝ̦高いと予ேされ，よͤમळに化石の

պ౾ૂ報をਓ集することを࿒的とし，50 cm のグリΛΡを୭ْߊ

したȪ 3Fȫ．̴͘掘ॉ調査̦࣐ͩれ，দ掘調査শに၅化

石̦ྟ集して発見されたํսは୨出調査と൳အの方法で岩

ٞとしてन集されたȪ 3G—Jȫ．δランティͺによる掘ॉ岩य

の石ڬ調査࣐͜して࣐ͩれ，期間中にੜၑ̦出ြなか̽た

岩यはて人博と元気ఆかみく̬で保ۯされ，発掘ఘࡑ会

等でڰ用されている．調査は൚ 2 ਞၭを予していたྎ

̦ࣛୱ等でேよͤैުにಁれ̦生̲期間をװಿしたȪ

3Kȫ．しかしな̦ら，て掘ॉすること̦出ြ̴化石を含ခす

るํսを֚部ॼ౾し調査はਞၭとな̽た．൚ํڂսは໓化͞

化石のၠ出をཡ̪た͛部的にンクリȜトで保ࢌされた̦，

調査ํսはعൽから͞͞ၗれているた͛竜脚類化石産出地

のような保ࢥࢌは実施されていないȪ 3Lȫ．

6. ࣉȪ 1Aȫ

൳地は丹波市̦ 2007 年 5 例でঐૄࢌに丹波市化石保

した保ߊࢌにڂ൚し，市ಿのخݺなく化石のन৾͘た類す

る࣐ևはগされている．

7. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

恐竜類Ȫ竜脚類，脚類，Ρロζエウσス科，ು脚類ȫ

の歯，恐竜類Ȫ脚類ȫの၅ڔ，ͺσバΥσβトン類のဋၗ骨，

エσ類の骨格，トΊ類のဋၗ骨，ٵエΫ類．

 3 上滝第֚恐竜類၅・၅ڔ化石産出地の発見・調査．A，দ掘໓ࠊ．上久下地域自হ݈ފ会の৽टで，丹波竜産出地の上պ層を調査．

B，দ掘໓۰．ࠊօ的にْߊを୭̫，掘ॉし化石をౝす．C，দ掘শに発見された၅・၅ڔ化石．၅͞၅ڔの化石̦ྟ集したેఠで発見．D，保

，E，記৪発表のအ子．দ掘শに発見された化石に̾いて報告．F．ࢌਫ਼をンクリȜトで保ؿのအ子．化石の໓化͞෫అをཡ̪た͛に，発見ࢥࢌ
調査前の໓ࠊ．調査層をႺ出さ̵，表層にζȜȜで 50 cm ごとに掘ॉしな̦ら化石をౝْߊ．ࠊのグリΛΡ̦֨かれている．G，調査໓ْߊ

し，岩यはാෙに͛ݑていく．H，௶ၾ໓ࠊ．掘ॉ中に発見され，産出պ౾̦ͩかる͜のȪIS ດ本ȫはて௶ၾする．I，発掘໓ࠊ．G で掘ॉされた

岩यを小ڬして化石をౝす．J，発掘໓ࠊ．化石̦ྟ集している岩ٞを石࣍で保ࢌし୨ͤ出す．K，調査地のအ子．ൃࡕ期の調査のた͛，し͊し

͊ࣛୱに見ໍͩれる．L，調査後の໓ࠊ．ྚ調査ํսのみンクリȜトで保ࢌしている．
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8. ৽̈́ض଼ݪࡄ

恐竜類၅・၅ڔの記शȪN .  ramosus, H imeoolithus murak amii
K. Tanaka et al., 2020ɖ, So. hyogoensis, Elongatoolithus sp.,
Prismatoolithus sp.: K. Tanaka et al., 2020ȫ，モンスタȜウリ

ͺ類ȪトΊ類ȫの記शȪ M orohasaurus k amitak iensis
Ikeda et al., 2021: Ikeda et al., 2021ȫ．
ɖ H im. murak amii：2020 年 5 でड͜小さいುٮにはȶଲ

類߿恐竜၅化石 /  smallest fossilized non-avian dinosaur eggȷ
としてΆΥスଲٮ記にされた．

ౘ෨ঌ५ධષశలඵȪ 1, 4ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 4A, Bȫ

2017 年 9 講जを実ٸ生をచયとした野ࢷ研究員̦高，

施し，恐竜化石の発掘࡛ાと篠山層群大山下層の解୰を࣐

̽た．その際，発掘࡛ાから篠山の上ၠに̽״てႺ出する地

層を観察していたところ，元気ఆかみく̬の化石発掘ఘࡑൽ

ા߃くの܅عにႺ出するळၥग岩層からχニ類のႌโ骨とٵ

化石ତത̦発見されたȪ 4A, Bȫ．

2. औ͈ࠐȪ 4Cȫ
൚発見された化石は౯片的なၳで̜ͤ，研究員によ̽

て化石の含ခે̦ޙ後日ږされた．その後に൚ڂ地തを

చયとした大ܰ࿅な調査は実施していない̦，上久下地域自

হ݈ފ会̦৽ఘとなͤ人博とވ൳でদ掘調査をࠑ的に実

施しているȪ 4Cȫ．

3. औٽါȪນ 1ȫ
上久下地域自হ݈ފ会̦৽टするদ掘調査に研究員̦

४ْし，化石の産出ેޙ・ອഽをږしている．これ͘でに

2018 年 9 2019， 年 11 2023， 年 3 2024， 年 3 ةに

れ͜ତ日間࣐̽ておͤ，恐竜類の歯͞骨片等に加̢৽にٵے

類な̓のఘ動物化石̦産出している．2024 年 9 でྎ 695
തのၳ̦൳層からږされている．

4. औȪນ 2ȫ
調査地は保ߊࢌのた͛発掘には丹波市の̦خݺຈါで̜

ͤ，৽ट৪̦൳市͒の調査خݺ૭͞عのۯၑ・۬ආ機

関͒のႲ၁・ڎਅඑを࣐̽ている．2024 年 9 हはদ掘࡛ྎ

ٴで̜ͤ，上滝第֚のように広くδランティͺを༡るࠁでの

調査は実施されていない．調査期間はତ日間で̜ͤ，元気ఆ

かみく̬のࠆݝ施୭，公ਤトͼτ，発掘ఘࡑൽા̦࡛ા߃くの

た͛，プτΧブ͞ب୭トͼτな̓は୭౾していない．調査にຈ

ါな物に̾いては，৽ट৪̦保ခしていない電動ΧンζȜ

͞地質調査用のΧンζȜな̦̓高い物は人博̦

出し，ാෙన͞ດ本న等のકは৽ट৪̦用意した．

5. औ༹༷

化石̦発見された地層はౢ質シσト質ळၥग岩層で，͘

̴発見ؿਫ਼を中にਔ༏のତ方ιȜトσํսの地層を観

察し，表࿂に化石̦見られないかවැにږされた．地層表

層に化石は͛られなか̽たた͛，発見ؿਫ਼を中に電動Χ

ンζȜ͞掘ͤで掘ॉをすす͛地層中の化石をౝすとと͜に，

掘ॉ岩ߟをळかくͤڬ化石のခྫ̦調査された．化石̦発見

されたાࣣ，न集番号を̫̾保ۯする．期間中にੜၑで̧な

い岩यはて回ਓし，元気ఆかみく̬で保ۯされ，ఘࡑ会等

でڰ用されࠑ的に調査̦࣐ͩれている．

6. ࣉȪ 1Bȫ
化石発見後の 2018 年 2 例̦ૄࢌに丹波市恐竜化石保

֚部٨ୃされ，本化石発見地തから上ၠ 20 m および下ၠ 20
m のํս̦保ߊࢌにঐされておͤ，市ಿのخݺなく化石の

न৾͘た類する࣐ևはগされている．

7. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

脚類の歯，χニࠁ類の歯・ႌโ骨，ඵཿٵ類，ٵے類

ȪViv iparus sp.ȫ．

ౘ෨५ঌఱ५ئȪ 1, 5ȫ
1. อࠐ͈ࡉ̤͍࡛͢ેȪ 5A—Cȫ

丹波篠山市大山下の篠山عには篠山層群̦Ⴚ出し

ておͤ，ո前からࣱഉ岩層よͤඵཿٵ類͞ٵے類Ȫा࢛, 
1960;  田ఆ, 1990ȫの産出̦られていたȪ 5Aȫ．2008 年 7
ȫࢷȪ࡛・丹波篠山市立大山小学ࢷに篠山市立大山小学

の学年をచયとしたުȶࣣ的な学習のশ間ȷにおいて，

 4 丹波市山ධ上滝第ඵ化石産出地の発見・調査．A，化石発見地．高ࢷ生をచયとした野ٸ講ज中，研究員̦化石を発見．B，化石産出層．地

層を̽ڬた表࿂にౢ質物͞ٵ類̦みられる．C，দ掘の໓ࠊ．上久下地域自হ݈ފ会৽टで実施．地層を掘ॉし，化石のོ௬ેޙをږ．
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8. ৽̈́ض଼ݪࡄ

恐竜類၅・၅ڔの記शȪN .  ramosus, H imeoolithus murak amii
K. Tanaka et al., 2020ɖ, So. hyogoensis, Elongatoolithus sp.,
Prismatoolithus sp.: K. Tanaka et al., 2020ȫ，モンスタȜウリ

ͺ類ȪトΊ類ȫの記शȪ M orohasaurus k amitak iensis
Ikeda et al., 2021: Ikeda et al., 2021ȫ．
ɖ H im. murak amii：2020 年 5 でड͜小さいುٮにはȶଲ

類߿恐竜၅化石 /  smallest fossilized non-avian dinosaur eggȷ
としてΆΥスଲٮ記にされた．

ౘ෨ঌ५ධષశలඵȪ 1, 4ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 4A, Bȫ

2017 年 9 講जを実ٸ生をచયとした野ࢷ研究員̦高，

施し，恐竜化石の発掘࡛ાと篠山層群大山下層の解୰を࣐

̽た．その際，発掘࡛ાから篠山の上ၠに̽״てႺ出する地

層を観察していたところ，元気ఆかみく̬の化石発掘ఘࡑൽ

ા߃くの܅عにႺ出するळၥग岩層からχニ類のႌโ骨とٵ

化石ତത̦発見されたȪ 4A, Bȫ．

2. औ͈ࠐȪ 4Cȫ
൚発見された化石は౯片的なၳで̜ͤ，研究員によ̽

て化石の含ခે̦ޙ後日ږされた．その後に൚ڂ地തを

చયとした大ܰ࿅な調査は実施していない̦，上久下地域自

হ݈ފ会̦৽ఘとなͤ人博とވ൳でদ掘調査をࠑ的に実

施しているȪ 4Cȫ．

3. औٽါȪນ 1ȫ
上久下地域自হ݈ފ会̦৽टするদ掘調査に研究員̦

४ْし，化石の産出ેޙ・ອഽをږしている．これ͘でに

2018 年 9 2019， 年 11 2023， 年 3 2024， 年 3 ةに

れ͜ତ日間࣐̽ておͤ，恐竜類の歯͞骨片等に加̢৽にٵے

類な̓のఘ動物化石̦産出している．2024 年 9 でྎ 695
തのၳ̦൳層からږされている．

4. औȪນ 2ȫ
調査地は保ߊࢌのた͛発掘には丹波市の̦خݺຈါで̜

ͤ，৽ट৪̦൳市͒の調査خݺ૭͞عのۯၑ・۬ආ機

関͒のႲ၁・ڎਅඑを࣐̽ている．2024 年 9 हはদ掘࡛ྎ

ٴで̜ͤ，上滝第֚のように広くδランティͺを༡るࠁでの

調査は実施されていない．調査期間はତ日間で̜ͤ，元気ఆ

かみく̬のࠆݝ施୭，公ਤトͼτ，発掘ఘࡑൽા̦࡛ા߃くの

た͛，プτΧブ͞ب୭トͼτな̓は୭౾していない．調査にຈ

ါな物に̾いては，৽ट৪̦保ခしていない電動ΧンζȜ

͞地質調査用のΧンζȜな̦̓高い物は人博̦

出し，ാෙన͞ດ本న等のકは৽ट৪̦用意した．

5. औ༹༷

化石̦発見された地層はౢ質シσト質ळၥग岩層で，͘

̴発見ؿਫ਼を中にਔ༏のତ方ιȜトσํսの地層を観

察し，表࿂に化石̦見られないかවැにږされた．地層表

層に化石は͛られなか̽たた͛，発見ؿਫ਼を中に電動Χ

ンζȜ͞掘ͤで掘ॉをすす͛地層中の化石をౝすとと͜に，

掘ॉ岩ߟをळかくͤڬ化石のခྫ̦調査された．化石̦発見

されたાࣣ，न集番号を̫̾保ۯする．期間中にੜၑで̧な

い岩यはて回ਓし，元気ఆかみく̬で保ۯされ，ఘࡑ会等

でڰ用されࠑ的に調査̦࣐ͩれている．

6. ࣉȪ 1Bȫ
化石発見後の 2018 年 2 例̦ૄࢌに丹波市恐竜化石保

֚部٨ୃされ，本化石発見地തから上ၠ 20 m および下ၠ 20
m のํս̦保ߊࢌにঐされておͤ，市ಿのخݺなく化石の

न৾͘た類する࣐ևはগされている．

7. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

脚類の歯，χニࠁ類の歯・ႌโ骨，ඵཿٵ類，ٵے類

ȪViv iparus sp.ȫ．

ౘ෨५ঌఱ५ئȪ 1, 5ȫ
1. อࠐ͈ࡉ̤͍࡛͢ેȪ 5A—Cȫ

丹波篠山市大山下の篠山عには篠山層群̦Ⴚ出し

ておͤ，ո前からࣱഉ岩層よͤඵཿٵ類͞ٵے類Ȫा࢛, 
1960;  田ఆ, 1990ȫの産出̦られていたȪ 5Aȫ．2008 年 7
ȫࢷȪ࡛・丹波篠山市立大山小学ࢷに篠山市立大山小学

の学年をచયとしたުȶࣣ的な学習のশ間ȷにおいて，

 4 丹波市山ධ上滝第ඵ化石産出地の発見・調査．A，化石発見地．高ࢷ生をచયとした野ٸ講ज中，研究員̦化石を発見．B，化石産出層．地

層を̽ڬた表࿂にౢ質物͞ٵ類̦みられる．C，দ掘の໓ࠊ．上久下地域自হ݈ފ会৽टで実施．地層を掘ॉし，化石のོ௬ેޙをږ．

地層の学習に加̢化石न集̦࣐ͩれ，ܡのඵཿٵ類͞ے

類の化石とと͜に脚類の歯化石̦ൺによ̽て発見されٵ

た．化石産出地は篠山のعで࡛地͒は୨ͤ立̽た০࿂を

ࣛͤるຈါ̦̜ͤ，他の産地に͓࡛ાにൢోし̿らく，調査

にຈါなൽޏ۪͞ߓをାすることはယօではないȪ 5Bȫ．
発見後に研究員͞ໝତྴのδランティͺခ志で࡛地観察を

た̦අຊす̧͓࣐̽をږに̾いてޙい，化石のོ௬ે࣐

ၳは発見されていないȪ 5Cȫ．2024 年 9 हで，脚࡛ྎ

類の歯，ٵے，ඵཿٵな̓ 30 ത̜̦ͤ͘ږされている．研究

員等によ̽て地質調査はૺ͛られている͜のの，発掘調査は

実施されていない．

2. ࣉȪ 1Cȫ
篠山市Ȫ2019 年 5  1 日に丹波篠山市にྴઠ་ࢵȫはݠ

田Ȫ後ȫにお̫る化石発見の報を̫，2008 年 6 には篠

山市脊椎動物化石保ૄࢌ例施࣐ܰ௱を͛篠山市脊椎動

物化石保ૄࢌ例Ȫ࡛・丹波篠山市脊椎動物化石保ૄࢌ例

施࣐ܰ௱および丹波篠山市脊椎動物化石保ૄࢌ例ȫを施࣐

している．脚類化石の発見後の൳年 7 には，化石発見地

തを含͛たํսȪ代橋から上ၠ 250 m の間ȫ̦重ത保ߊࢌ

域にঐされておͤ，市ಿのخݺなく化石のन৾͘た類する

．গされているևは࣐

3. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

Ρロζエウσス科の歯，ඵཿٵ類，ٵے類

య 1 ΠϋΥσȪ 1, 6ȫ
Ȯમळ̞͉̾̀ͅ౻ന͕̥Ȫ2023ȫͬ४ચȯ

1. อࠐ͈ࡉȪ 6A, Bȫ
৽ါ地方ൽ篠山山ධ代ൽႹの代 1 号トンΥσ࠺

୭の際に，篠山層群大山下層を掘ॉすること̦予された

Ȫ 6Aȫ．൳層からはこれ͘での調査から化石̦高いږၚで産

出すること̦予ேされたた͛，ࢥমۯၑ৪のၪの͜と掘ॉ

岩यは篠山市大山下地ඤに֚শ保ۯされたȪ 6Bȫ．2015
年 8 したところ，岩य中からږに研究員̦化石のခྫを

骨片͞ٵ類等の化石̦発見され，10 11・ には角竜類の

歯骨化石な̓ఉତの化石̦ږされ，掘ॉ岩यにはఉくのܲ

重な化石̦含͘れているとଔ௶された．

2. औ͈ࠐ

化石を含ခするخෝ̦̜る岩यȪո下，トンΥσ岩यȫは

1730 m3 ̜ͤ，ম前調査の結ضからଲٮ的にܲ͜重な化石̦

ఉତ産出するخෝ̦高いと考̢られた．この岩यに関して

は学࿂のみなら̴普及教育͞地域૦ޟの材ၳとしてのڰ

用にచする期ఞ͜高く，൚ڂ岩यに関する調査͞，普及・૦ޟ

にڰ用するた͛のଷഽ，それらをう人材の育成な̓ڎਅه

ఴ̦݈აされた．このような݈აをࠐて，これらهఴの解ࠨに

む̫たȶ篠山層群化石をڰ用した地域ڰ化を࿒ঐす人材

育成システムࢹಃমުȪ予期間 13 年，2017 年よͤȫȷȪո

下，人材育成মުȫْܑ̦され，2024 年 9 ह͜トンΥ࡛ྎ

σ岩यの調査を実施するとと͜に，発掘調査，教育普及，化石

剖出にͩࠈるڎਅδランティͺの育成・調ା，教育普及ڰ動，

および関Ⴒするଷഽの見ೄし͞୭ࠗに৾ͤழんでいるȪ池田

͕か，2023ȫ．߃年では調査期間中に博物館・公利用৪̦

気ࠚに४加で̧るఘࡑ会をদࡑ的に開टしておͤ，普及教育

δランティͺ̦ঐ൵員としてڰしている．

3. औٽါȪນ 1Ȅ 6C—Fȫ
人博̦ۯၑするトンΥσ岩यは 1410 m3 で， 1060 m3

̦人博ジȜンέȜム؍で，ॼͤの 350 m3 ̦兵庫県立丹波

࿐ൽ中؇公ඤ̜お̸ら広ાで保ۯされているȪ6C, Dȫ．

2018 年よͤ，人材育成মުにお̫る調査および発掘δランテ

ィͺ育成মުにおいて，年 2回，春期Ȫ5ȡ6ȫ，ਝ期Ȫ10ȡ11
ȫにそれ̸れ 2 間͕̓調査を実施しているȪ 6E, Fȫ．
2024 年 9 でྎ 145 ྴのδランティͺ̦ഴしておͤ，195 日

間で͓װ 1030 ྴ̦४加し 870 m3 のトンΥσ岩यȪ໓化に

よͤാगેになͤܤした岩य͜含むȫをచયに石ڬ調査を

類な̓のఘ動物化石を中にٵے͞ٵඵཿ，ضた．結࣐̽

恐竜類の部骨͞歯な̓，1376 തの化石̦産出している．丹

波市・丹波篠山市̦ۯၑする൳岩यの調査͞発掘ఘࡑ等で

の成ضを加̢ると，2024 年 9 でఘとしてྎ 2385 തの

ၳ̦न集されている．

 5 丹波篠山市大山下化石産出地の発見・調査．A，化石発見地．小学生のٸهުで脚類の歯化石̦産出．ٵ類͜ఉ産する．B，化石産出地の

．ږをޙ地元ਯྦྷခ志とと͜に化石のོ௬ે．ࠊをࣛͤるຈါ̦̜る． C，দ掘の໓ٻいに̜ͤ，࡛ા͒は୨ͤ立̽た״ع化石産出地は．ࠊ
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 6 代 1 号トンΥσ岩य産化石の発見・調査．A，ࢥম中の代 1 号トンΥσ．࠺୭に̜たͤ大山下層を掘ॉすること̦予されていた．B，
掘ॉされた大山下層のΒリ山．ࢥমによ̽て掘ॉされた岩यをب౾̧ાに集ୟ．C，調査໓ࠊ．人博ジȜンέȜム؍に岩यをเし調査を実

施．D，調査໓ࠊ．࿐ൽ中؇公の̜お̸ら広ાに岩यをเし調査を実施．E，調査岩ٞ．人博ジȜンέȜム؍の調査岩यࠊ． 1060 
m3．F，調査岩ٞ．࿐ൽ中؇公の調査岩ٞࠊ． 350 m3．G，調査物の保ۯાਫ਼．調査期間中，人博ジȜンέȜム؍の৬庫をா庫

として利用．H，調査物の保ۯાਫ਼．࿐ൽ中؇公での岩य保ۯાਫ਼߃くに۰օா庫を୭౾．調査期間中にா庫として利用．I，調査໓

選༆した石の表࿂に化石̦見られないか．ࠊシλασ̾͞るはしで岩यを掘ͤܳこし，化石を༫含する石Ȫࣱഉ岩ȫを選༆する．J，調査໓．ࠊ

．研究員̦化石を༆・解୰する．ࠊする．L，調査໓ږ෫౯࿂に化石̦見られないかಢに，ͤڬ石をΧンζȜで．ࠊする．K，調査໓ږ

M，調査໓࠽．ࠊ大͘でͤڬ化石̦見られない石はܤする．N，調査後の集ࠗ．ੜၑफみの岩यၾに加̢，産出化石ତ，調査人ତ等を集ࠗす

る．O，岩यのੜၑࢥম．調査फみ岩यをܤ，͘たはষ年ഽの調査に̫࢜てྚ調査岩यをജ開Ȫ調査地に広̬るȫ・เする．
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4. औȪນ 2Ȅ 6G, Hȫ

調査শ期は人博と公の年間মުْࠗ͘たܬ୯を考ၪし，

ַවͤ前の 5 後半から 6 上と，さ̦၂̻いた 10
後半から 11 上に୭されている．調査の実施に̜̽て

は，実施ાਫ਼の施୭ۯၑ৪とম前に調査ඤယをވခし，ຈါ

に؊̲てခ͞৬ၰ࣐のخݺ૭等のমྩ的な̧を

施ࠆݝၑするトͼτ͞ۯ施୭̦ڎくには߃う．調査ાਫ਼の࣐

୭̦̜るた͛，ب୭トͼτ͞プτΧブ等のାは࣐̽ていない．

本調査は上滝第֚の恐竜類၅・၅ڔ化石産出地と൳အに

人材育成মުにお̫る発掘調査δランティͺの育成のાにպ

౾̫̿られておͤ，δランティͺを広く༡集し実施されている

Ȯમळは，池田Ȫ2012ȫ，池田͕かȪ2023ȫを४ચȯ．༡集に̜た

な֑いȪ༡集చય等ȫは̜る͜のの上滝第֚での調査ࠚ，ͤ

と൳အの̦࣐ͩれた．δランティͺ༡集̦ۖၭ後，४加

৪の人ତ͞ࡑࠐ等を考ၪし研究員の४加人ତと日を調ା

した．̵̜ͩて期間ఘでຈါとされる調査物を検൦・

し，実施ાਫ਼ັ߃のா庫等に用ߓをเවしたȪ 6G, Hȫ．

5. औ༹༷Ȫ 6I—Oȫ

トンΥσ岩यはഉ岩，ग岩，礫岩およびާ٭岩な̓ໝତの

岩ਅからࢹ成されておͤ，ম前の調査によͤ化石は৽にࣱ

ȡճ٭ഉ岩よͤ産出する߹̦࢜高いこと̦ྶらかにな̽て

いる．ܖ本的な調査方法は上滝第֚の竜脚類化石産出地に

お̫る石ڬ調査の方法にݶしておͤ，મしくはո下のͤで

̜るȪ池田͕か，2023ȫ：①化石を含ခするとଔされる岩यを

選༆するȪ 6IȫȈղ選༆した岩यの表࿂を観察し化石のခ

ྫをږするȪ 6JȫȈ③表࿂に化石̦見られないાࣣ，Χン

ζȜでͤڬ෫౯࿂に化石̦見られないかږするȪ 6KȫȈ④

表࿂に化石とএͩれる͜の̦見られたાࣣ，研究員に༆を

ջှしਅ༆をږするȪ 6Lȫ．化石で̜̽たાࣣ，न集番号

を̫̾保ۯするȈ⑤①ȡ④を߫ͤ༐し，岩石を࠽大の大̧さに

͘でͤڬ，表࿂に化石̦見られない͜のはܤするȪ 6MȫȈ

⑥①ȡ⑤を߫ͤ༐す．

調査ਞၭ後，調査用材をകਓし，४加৪ତ，調査फみ

岩यၾおよび産出化石ତを集ࠗするȪ 6Nȫ．その後，൚

研究員で結ض・ૂ報をވခし，ষ年ഽの調査方ૻ͞開टশ

期に̾いて݈ފする．年ഽྎには，予ॳܰ࿅に؊̲，調査फみ

岩यのܤ，ྚ調査岩यの重機による選༆Ȫ 6Oȫ，選༆し

た岩यのജ開Ȫ調査地に広̬るȫ，および֚部の֊動Ȫ人博か

ら県立丹波࿐ൽ中؇公ȫをު৪にջှし，ষ年ഽの調査

にむ̫たを࣐う．

6. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

ΥΉラトプス類の骨格，恐竜類の歯Ȫ竜脚類，脚類，Υ

Ήラトプス類，ͼグͺΦΡン類ȫ，χニࠁ類の歯，恐竜類の၅ڔ

ȪElongatoolithus sp.等ȫ，ඵཿٵ類，ٵے類，৬類．

ౘ෨५ঌݠനȪ 1, 7ȫ
1. อࠐ͈ࡉȪ 7A, Bȫ

2007年 中，T10 t. amicitiaeの発見৪で̜る௷立ᙂঙ̦，

篠山市ݠ田地域にႺ出する篠山層群大山下層を調査したとこ

ろ，小߿脊椎動物の౯片的な化石̦発見されたȪ 7Aȫ．௷立

ঙから発見の報を̫，後日，研究員とと͜に٨͛て化石産出

層を観察したところ，小߿脊椎動物のဋၗ骨化石̦ޛいํս

Ȫତ方ιȜトσȫにྟ集したેఠ̦ږされたȪ 7Bȫ．

2. औ͈ࠐȪ 7C—Eȫ
発見後，篠山市にそのক̦௸͞かに報告された．2007年11

ȡ12 ͞ޙには，発見৪と研究員によ̽て，化石のོ௬ે

するた͛にদ掘̦実施されたȪږな̓をޙેື 7Cȫ．結

ഉ岩層の表層ତ方ιȜトσのํսඤに小さな骨化石̦，ض

തहしていること̦ږされ，ఉくの骨化石̦保ంされている

ෝ̦高いと考̢られた．൳産地はྦྷခ地で̜るた͛，篠خ

山市よͤ地ࡀ৪およびমު実施৪Ȫാ地ৰ用৪ȫに٨͛て化

石発見のক̦報告された．なお，発見・দ掘調査はমު৽に

調査のၭ解をංて実施している．2007 年൚শ，丹波市上滝で

の恐竜化石発見をう̫ “ 篠山層群からの新たな化石の発見 ”
はଲ間๊֚からુに高いಕ࿒を集͛ること̦予見された．

化石発見を公表することで࡛ાに観ਤ̦̾͛か̫，ުྩのཐ

৪͞মު৪にఉ方࿂でをか̫る恐ࡀになることな̓地ٺ

れ̦̜̽たた͛，2008 年の 5 に公表の͘͘研究員のみで

調査̦࣐ͩれたȪ 7Dȫ．

この調査ոࣛ，ݠ田にお̫る調査はಿ年実施されていなか

̽た．そのような中，߃年，丹波篠山市̦地ࡀ৪と݈ފし，൳

地をਫ਼ခ・ۯၑすることとな̽た．それをࠀ機に丹波篠山市に

よͤ，Ⴚ൮ਔ༏の樹࿐ะनな̓地学学習͒のڰ用に̫࢜たା

̦࣐ͩれ，そのڰ動のなかで化石含ခ層ਔ༏から新たな化

石̦न集された．この報を̫研究員̦٨͛てݠ田地域にႺ

出する大山下層の層序を検൦したところໝତの化石含ခ層

̦̜るとଔ௶され 2022 年にठ調査を実施することとな̽た．

3. औٽါȪນ 1ȫ
2007 年 10 中に化石̦発見され，2007 年 11ȡ12 

にか̫てদ掘̦࣐ͩれ化石のོ௬ેږ̦ޙされた．その結

を̫，2008ض 年 5  13ȡ16 日に調査̦実施された．調査

は公開で研究員とࢥমު৪のみで࣐ͩれ，ఉくの化石をඤ

༫するとଔ௶されるഉ岩層を̾ܜか岩ٞで୨ͤ出した．୨ͤ出

し後，岩ٞを人博の恐竜ラδȪո下，恐竜ラδȫにเし，化石

のོ௬ેޙ・պ౾̦ږされ剖出された．͘た୨ͤ出しの際に

生̲る岩यはخෝなͤࡠ回ਓされ，篠山市太古の生̧͜の市ྦྷ

研究ਫ਼Ȫո下，市ྦྷ研究ਫ਼ȫで石ڬ調査̦࣐ͩれた．

2022 年にはݠ田にႺ出する大山下層の層序̦ठ検൦され，

化石含ခ層のպ౾，上պ・下պ層のࢹ成，අಭ̦ྶらかにな

̽た．この結ضをう̫，൳年 11  15ȡ27 日には，化石含ခ層

を含むໝତのഉ岩層を掘ॉし，研究員と市ྦྷ研究ਫ਼の化石
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保ࢌ技員，δランティͺခ志Ȫ͓װ 34 ྴȫによ̽て，化石の

含ခે̦ޙ調査された．結ض，新たにໝତの化石含ခ層̦

され，この調査̺̫で͜トΊ類͞恐竜類の၅化石な̓ږ

200 തを಼̢る化石ၳ̦発見された．岩यは丹波篠山市̦

ࠑ調査̦࡛ह͜ڬၑしておͤ，市ྦྷ研究ਫ਼̦৽൵して石ۯ

して実施されている．2024 年 9 で，ΥΉラトプス類の൮ྎ

骨͞骨格，ሶ類͞トΊ類な̓ 5895 തのၳ̦ݠ田から

．されているږ

4. औȪນ 2Ȅ 7E—Gȫ

化石発見শの 2007 年൚শ，ݠ田の化石産出地はྦྷခ地

で̜ͤমު̦࣐ͩれていた．本調査を実施するに̜たͤ，地ࡀ

৪およびমު実施৪Ȫാ地ৰ用৪ȫ，篠山市教育委員会

Ȫ࡛・丹波篠山市教育委員会ȫとྟにૂ報をވခし̾̾，人博

館ඤでߓఘ的な日・方法に̾いて検൦した．検൦したඤယ

を関߸ڎպに୰ྶしၭ解の͜と調査̦実施された．前した

ようにई၄を̫るた͛，調査は上滝第֚のように広くδラン

 7 丹波篠山市ݠ田化石産出地の発見・調査．A，発見された化石．Ⴚ൮表࿂にږされた小߿脊椎動物の化石．B，Ⴚ൮の観察．地層表

࿂にໝତの化石を発見．C，দ掘໓ࠊ．発見৪と研究員でদ掘を࣐い化石のོ௬ેޙをږ．D，調査໓ࠊ．地層表࿂を掘ॉし，化石のື

のအ子．2007ࢥเ．F，．E，調査岩ٞ．化石̦ྟ集する岩ٞを୨̫ͤږをޙે 年শにږされた化石含ခ層͜含͛上պ・下պ層を

重機で掘ॉ．G，調査చયの岩य．上պの地層から層ごとに掘ॉし，集ୟする．H，剖出໓ࠊ．恐竜ラδにเしたジλΉΛトを開໑する．I，剖出

໓ࠊ．ΧンζȜ͞エͺスクラͼバȜで੭șに岩ٞ表࿂をॉͤ化石のືેఠをږ．J，剖出໓ࡐ．ࠊޢをঀい化石のခྫを༆し，化石ਔ

༏の岩を੭șに掘ॉする．K，剖出໓ࠊ．発見された化石それ̸れに番号をັ̫，պ౾関߸を記し小さなブロΛクで৾ͤ上̬る．L，2022 年শ

の調査層．2007 শにږされた化石含ခ層の上պ層をპȡტ層に̫ͩ調査．
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ようにई၄を̫るた͛，調査は上滝第֚のように広くδラン
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࿂にໝତの化石を発見．C，দ掘໓ࠊ．発見৪と研究員でদ掘を࣐い化石のོ௬ેޙをږ．D，調査໓ࠊ．地層表࿂を掘ॉし，化石のື

のအ子．2007ࢥเ．F，．E，調査岩ٞ．化石̦ྟ集する岩ٞを୨̫ͤږをޙે 年শにږされた化石含ခ層͜含͛上պ・下պ層を

重機で掘ॉ．G，調査చયの岩य．上պの地層から層ごとに掘ॉし，集ୟする．H，剖出໓ࠊ．恐竜ラδにเしたジλΉΛトを開໑する．I，剖出
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の調査層．2007 শにږされた化石含ခ層の上պ層をპȡტ層に̫ͩ調査．

ティͺを༡るࠁでは࣐ͩれてはいない．本調査では࡛ાで

の化石न集はड小ࡠにগ͛，化石ྟ集部を岩ٞで୨ͤ出す

方法̦৾られたȪ 7Eȫ．そのた͛調査物は，岩ٞを保ࢌす

るプラスタȜジλΉΛトのै成にຈါな物を中に，ߘ発的

に発見される化石をन集・保ۯするた͛のड೩ࡠの調査用，

͘た岩यを保ۯするാෙన等̦された．

2022年শはڎ層を重機で掘ॉし，それ̸れの岩यを࡛ા

でयいては観察し化石をन集する方法Ȫ上滝第֚：石ڬ調査

を४ચȫをと̽たȪ 7F, Gȫ．この調査は人博と丹波篠山市と

のވ൳調査で̜ͤ市の意࢜͜൩̢͘て，市ྦྷ研究ਫ਼δランティ

ͺを中に，人博̦߃年৽टする化石調査͒の४加実ୡ̦

̜る方をచયに加̢てδランティͺ̦༡集された．༡集ۖၭ後，

४加人ତを集ࠗし研究員および化石保ࢌ技員の日調ା

を࣐̽た．̵̜ͩて期間ఘでຈါとされる調査物を検൦・

し，丹波篠山市̦ۯၑする࡛ાா庫に用ߓをเවした．

5. औ༹༷Ȫ 7F—Lȫ
2007 年শのদ掘においてౙ֚のഉ岩層のତ方ιȜトσ

ํսඤに小さな化石̦തहしていること̦ږされている．

2008 年の本調査開ইশに，研究員̦٨͛て化石含ခ層とさ

れるഉ岩層表࿂を観察し化石のခྫ，ືેఠをږした．

その後，岩ٞで୨ͤ出すた͛に表層に化石̦見られない部

を人ႁ͞重機で掘ͤ下̬，その際に化石̦見られたાࣣ，そ

のાで৾ͤ上̬न集番号を記し保ۯした．୨ͤ出し予の岩

ٞには໓化によ̽て生̲た̾ܜかの୯ၑ̦͛られたた͛，そ

れに״うࠁでໝତのٞに̫ͩ୨ͤ出すこととな̽た．その際，そ

れ̸れの岩ٞごとにプラスタȜジλΉΛトをै成し，それらを恐

竜ラδにเした．เව後はո下のͤにڎ岩ٞをੜၑし化

石をन集した：①ジλΉΛトを開໑し，層ၑ࿂とされる௰から

੭șにഉ岩を掘ॉし化石のခྫをږするȪ 7HȫȈղ化石

されたાࣣ，ೄ̻に৾ͤ上̬ることは̵̴，ఘ的に൳ږ̦

̲高さȪ࿂ȫになる͘で掘ͤ下̬化石のືેޙ，պ౾関߸を

し記するȪږ 7I, JȫȈ③न集番号を̫̾ਜ਼ষ৾ͤ上̬，

șに剖出するȪࡢ 7Kȫ．岩ٞを୨ͤ出す際に生̲た岩यは

ാෙనに集͛，ジλΉΛトとと͜にそれら͜恐竜ラδͤࡠෝなخ

にเවされた．岩यに関しては，市ྦྷ研究ਫ਼のܛབ̜ͤ͜൳施

୭のδランティͺ育成の材ၳとしてڰ用され，そのًでఉく

の化石̦発見されている．

2022 年শには，ম前の調査によͤ 2008 年শにږされた

化石含ခ層に加̢その上պにպ౾するഉ岩層に͜化石̦含

͘れているとଔ௶された．そこで，それらを༒ܽ的にპȡტ層

Ȫ2008 年調査の化石含ခ層はს層の下պに൚ȫとし，重機

でそれ̸れ 10 m2 掘ॉしたȪ 7F, Lȫ．掘ॉ岩यはႺ൮߃

くに層༆に集ୟされȪ 7Gȫ，上滝第֚͞代トンΥσ岩यで

の方法にݶし石ڬ調査を実施した．

6. ࣉȪ 1Dȫ

田の化石産地およびそのਔ༏域は，2009年ݠ に篠山11

市脊椎動物化石保ૄࢌ例に̿ܖく重ത保ߊࢌ域にঐされ

ておͤ，市ಿのخݺなく化石のन৾͘た類する࣐ևはগさ

れている．

7. ৽̈́ॲاȪນ 3Ȅັܱȫ

ΥΉラトプス類の骨格，ሶ類・トΊ類のဋၗ骨，脚

類・χニࠁ類の歯．

8. ৽̈́ض଼ݪࡄ

角竜類の記शȪSasayamagnomus saegusai Tanaka et al., 
2024: T. Tanaka et al., 2024ȫ，ሶ類の記शȪSasayamamylos 
k aw aii Kusuhashi et al., 2013: Kusuhashi et al., 2013ȫ，トΊ

類の記शȪPachygenys adachii Ikeda et al., 2015: Ikeda et al., 
2015, Scincomorpha indet. Type A, B and C: Ikeda and 
Saegusa, 2013ȫ．

ౘ෨५ঌୌࡣऎ

Ȫࡇၛౘ෨࿐ൽಎ؇ȇ 1, 8ȫ
1. อࠐ͈ࡉ

丹波市山ධにお̫る竜脚類恐竜化石の発掘調査はఉく

のδランティͺの४ْによ̽て実施された．その中で，δランテ

ィͺの地学͞化石に関するྙޟ関̦高ͤ͘，ခ志によͤ篠山

層群を調͓新たな化石を発見することを࿒的としたグσȜプ，

ȶ篠山層群をしら͓る会ȷȪո下，しら͓る会ȫ̦結成された．൳

会はྴઠのとおͤ，地層・化石の調査ڰ動をୟޭ的に実施し

ておͤ，2010 年 9 ۯহၰঙ̦公ࢣࢺ会員の松原߰・大，

ၑ৪のၭ解をංて県立丹波࿐ൽ中؇公ඤの௮成শに

発生した掘ॉ岩Ȫո下，岩Βリȫを調͓ていたところ，࠽大の岩

ٞに骨化石̦含͘れていることを発見したȪ 8A, Bȫ．後に恐

竜ラδで剖出ੜၑを࣐い，デͼΦニウσス類の൮ڀ後骨

格̦֚部関୯したેఠで保ంされていたこと̦ྶらかにな̽た

Ȫ 8C：2024 年に H ypnov enator matsubaraetoheorum Kubota
et al., 2024 として記श報告されたȫ．

2. औ͈ࠐȪ 8A, D—Fȫ
発見後，ၰঙと研究員で発見࡛ાをږし，化石を含む岩

ٞは公の法࿂ೄ下の௮成ॼാでା地されたؿਫ਼Ȫ 300
m2ȫよͤ発見されていること̦ͩか̽たȪ 8Aȫ．そこで，公ࢥ

মの関߸৪に௮成ॼാのဇြをږしたところ，ո下のેޙ

̦ͩか̽た：公ାの際に山を掘ॉし法࿂をࠁ成しておͤ，

そのًで地表下に̜る篠山層群を掘ॉしているȈその際，

法࿂のड下部は岩๕̦ࡥく掘ॉ̦ࣾඳ̺̽たた͛その͘͘ॼ

し，そのࠤ間を掘ॉのশに発生したॼാでོ͛ା地している．

このことから，化石を含む岩ٞはこの掘ॉ岩の֚部と考̢られ

産出ેޙから元șは地層中に֚ࡢఘ̦͕͖ۖに関୯した

ેఠで保ంされていたخෝ̦高く，௮成地ඤに他の部պ͞

༆ਅの化石ོ̦௬しているخෝ̦高いとଔ௶された．͘た，

公ඤ，අに൚ڂ法࿂およびਔ༏には大山下層̦ືして

－ 21 －

池田　他：篠山層群の発掘調査



 8 丹波篠山市西古佐産化石の発見・調査．A，化石発見地のࠊ．法࿂ೄ下の石ୟඤ岩Βリよͤ化石̦発見．B，化石発見地．石ୟのཤ西

Ȫৢ૯؈ȫにོ௬していた࠽大の岩石中に化石をږ．C，発見された化石．剖出の結ض，൮ڀ後骨格̦֚部関୯したેఠをږ．D，追加ດ本．

C のດ本産出後の調査で新たに発見された化石．E，調査໓ࠊ．法࿂下部の表ാをญ̦し地層をႺ出さ̵る．F，調査໓ࠊ．࿐ൽ中؇公ඤの

層序を調͓るた͛にδȜリングͺをन৾．G，調査໓ࠊ．ြ৪のհにၪしέェンスで調査ํսをսむ．H，調査໓ࠊ．重機で掘ͤܳこした岩

ٞにັしたഉをいၠす．I，調査໓ࠊ．調査地は日ओしを৭る͜の̦ྫいたْ͛ߊඤにテントを୭אし，中で石ڬ調査を実施．J，地質調査ࢥの

໓ࠊ．公ඤのಛ৬ાの֚部を掘ॉし岩๕をႺ出さ̵層序を検൦．K，地質調査ࢥのࠊ．調査エリͺはြ৪のհを考ၪし高৲έェンスで

սむ．L，調査໓ࠊ．൚化石̦発見されたํսを中にོ௬岩を掘ͤܳこす．M，調査໓ࠊ．して選༆した岩をͤڬ化石のခྫをږする．

N，調査໓ࠊ．Ⴚ出した地層࿂を観察し層序͞岩質，ఙୟࢹ௮を調査．

－ 22 －

人と自然　Humans and Nature
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Ȫৢ૯؈ȫにོ௬していた࠽大の岩石中に化石をږ．C，発見された化石．剖出の結ض，൮ڀ後骨格̦֚部関୯したેఠをږ．D，追加ດ本．

C のດ本産出後の調査で新たに発見された化石．E，調査໓ࠊ．法࿂下部の表ാをญ̦し地層をႺ出さ̵る．F，調査໓ࠊ．࿐ൽ中؇公ඤの

層序を調͓るた͛にδȜリングͺをन৾．G，調査໓ࠊ．ြ৪のհにၪしέェンスで調査ํսをսむ．H，調査໓ࠊ．重機で掘ͤܳこした岩

ٞにັしたഉをいၠす．I，調査໓ࠊ．調査地は日ओしを৭る͜の̦ྫいたْ͛ߊඤにテントを୭אし，中で石ڬ調査を実施．J，地質調査ࢥの

໓ࠊ．公ඤのಛ৬ાの֚部を掘ॉし岩๕をႺ出さ̵層序を検൦．K，地質調査ࢥのࠊ．調査エリͺはြ৪のհを考ၪし高৲έェンスで

սむ．L，調査໓ࠊ．൚化石̦発見されたํսを中にོ௬岩を掘ͤܳこす．M，調査໓ࠊ．して選༆した岩をͤڬ化石のခྫをږする．

N，調査໓ࠊ．Ⴚ出した地層࿂を観察し層序͞岩質，ఙୟࢹ௮を調査．

おͤ，化石ྟ集層̦໖हすると考̢られた．そこで 2010 年 12
に௮成地ඤに̜る岩Βリを研究員と “ しら͓る会 ” でठږ

したところ，ΥΉラトプス類の部骨格とএͩれる化石を༫

ခする岩̦ٞ発見されたȪ 8Dȫ．この結ضを̫，2011 年 7
および 2012 年 7ȡ8 ڎȪ 2 間ȫにδランティͺを༡集

し調査を実施することとな̽た．͘た 2012 年には法࿂の֚部を

Ⴚ出さ̵地層をږすると൳শに，公地ඤでδȜリングͺ

をन৾し公ඤの篠山層群の層序，ఙୟࢹ௮を調査したȪ

8E, Fȫ．2014 年にはさらにํսを広̬公ඤの地層の層序を

検൦し，研究員̦化石含ခ層のခྫをږする調査を実施

している．

3. औٽါȪນ 1ȫ
調査は岩Βリをచયとした化石調査と，化石含ခ層をඅ

するた͛の地質調査に大༆される．前৪は 2011 年の 7  19
ȡ31 日および 2012 年の 7  19 日ȡ8  3 日のࠗ 25 日間

にͩた̽て実施され，͓װ 164 ྴのδランティͺ̦४加し，恐

竜類͞トΊ類の骨格な̓ 84 തの化石̦これ͘でにन集され

た．後৪の地質調査は 2012 年と 2014 年に実施された．2012
年には，化石調査に̵̜ͩ，法࿂ܖ部の表ാを広ํսにか̫

てญ̨৾ͤ，地層をႺ出さ̵࿒ণによͤ層序をږするとと͜

に，δȜリングͺを 2 本न৾し，法࿂ܖ部にႲする地表下

の大山下層の層序̦検൦された．このͺの֚̾の૬ഽ 46 m
には骨化石̦༫ခされておͤ，٨͛て公地下には化石༫ခ

層̦̜ること̦ྶږにাされ，化石を含む岩Βリの岩質と地質

調査の結ضを͜とに，化石含ခ層のպ౾̦ଔされた．そして，

2014 年にはこのଔを͜とに公ಛ৬ાの༘を֚部ญ̦し

て地層をႺ出さ̵，層序等の地質ૂ報をਓ集するとと͜に化

石含ခ層をౝ॑した̦発見することはで̴̧，ոࣛ発掘調査

は実施されていない．

4. औȪນ 2Ȅ 8G—Kȫ

化石は公法࿂ೄ下の石ڈでս͘れたْߊから発見され

た．ဋߓ等は୭౾されていないた͛公利用৪̦ુ利用

するْߊではない̦，公ۯၑ৪と݈ފし公͞א利用

৪のཐ̬にならないように調査ْ̦ࠗ検൦された．2011，2012
年にお̫る調査ํսは公ඤ法࿂ೄ下の石ڈでս͘れた

300 m2 で，重機によるैުを予していたた͛，ြ৪のհ

をېմしْߊをέェンスでսい調査を実施したȪ 8Gȫ．調

査చયとなる岩Βリはാगとと͜にོ௬しているた͛表࿂̦

れておͤ，その͘͘では化石のခྫをږで̧ない．そのた͛，

岩Βリの表࿂をするຈါ̦̜ͤ，それにഐ୨な機材Ȫ高գ

機͞発電機等ȫ̦用意されたȪ 8Hȫ．̵̜ͩて石ڬ調

査͜予しておͤ，上滝第֚にお̫る調査を४考にຈါな

材͜された．൚শ，ൃܬには竜脚類恐竜化石の調査を実

施していたた͛，公ۯၑ৪との݈ފを重͇ܬذに実施する

ことな̽た．ذાにお̫る調査で̜るに͜かかͩら̴，࡛ાには

日を৭る͜の̦ྫいた͛，篠山市からͼαントテントをৰ用し，

その下で石ڬ調査を実施したȪ 8Iȫ．重機͞機材，ຈါな調

査物は，公אのཐ̬にならないように，利用৪のઁない

শ間ఝȪ17 শոࣛȫにέェンスඤにเවした． 2014 年には地

質調査のみを実施しておͤ，その際，地ඤの地層をږするた

͛にಛ৬ાの༘を֚部ญ̦すຈါ̦̜̽たȪ 8Jȫ．そのた

͛，ြ৪̦ڛ的ઁないൃࡕ期Ȫ2 うことと࣐ȫに調査を

なͤ，調査ْߊఘを高৲έェンスでսみ公利用৪のհ

にၪしたȪ 8Kȫ．

5. औ༹༷Ȫ 8F, H, J—Nȫ

公の法࿂ೄ下に石ڈでս͘れ法࿂௮成শの岩Βリによ

̽てା地された 300 m2 のْ̜̦ͤߊ，化石はそのཤ西の

岩Βリから発見されている．化石の保ంેఠから，他に͜化石

を含む岩Βリོ̦௬しているخෝ̦高いとଔ௶された．そこ

で 2011 年はո下のਜ਼でْߊඤの岩Βリをږする調査̦

実施された：①重機によͤ岩Βリを掘ͤܳこすȪ発見ؿਫ਼を中

に੭șにํսを広̬るȫȪ 8LȫȈ掘ͤ出した岩Βリを

するȪ 8HȫȈ③大山下層の岩Βリとされる͜のȪഉ岩・ഉ質ग

岩ȫを選するȈ④選した岩यをさらにしۋかすȈ⑤表

࿂に化石̦見られないか観察するȈ⑥ ⑤ͤڬ大になる͘で࠽

のैުを߫ͤ༐すȪ 8Mȫ．この調査によ̽て新たな化石̦発

見されたた͛，2012 年にはさらに掘ͤܳこしのํսを広̬，൳

အの方法で調査を実施した．

2012年には岩Βリ調査と࣐して，法࿂ड下部を高さ2 m，

໙ 100 m にͩた̽て表ാを重機でญ̨৾ͤ地層をႺ出さ̵

るとと͜に，公ඤの 2 ύਫ਼でδȜリングͺȪڎ 60 m ಿ，

ͺࠂ 7.5 cmȫをन৾したȪ 8Fȫ．Ⴚ൮とͺから層࢚ 170 m
部の層序と岩̦検൦され，̵̜ͩて化石を༫ခする岩ٞ

の岩質をୈ査しその結ضとચらし̵ࣣͩることで，化石含ခ層

の層序的պ౾，͘たそれらの層̦Ⴚ出するとேされるાਫ਼

̦ଔ௶されたȪ 8Nȫ．このଔ௶を͜とに，2014 年 2  4ȡ25
日には公ಛ৬ાの֚部， 290 m2 の༘・ാगをญ̨৾

̽て地層をႺ出さ̵，地質調査ならびに化石含ခ層のခྫを

の֚部を高さْߊする調査̦実施された．調査はಛ৬ږ

 5 m のέェンスでսみ，中に大߿重機をවれ༘・ാगを

掘ॉし，ാगは 2011・2012 年の調査ْߊにب౾̧されたȪ

8Kȫ．その後，࿒ণによる観察̦خෝとなるように，高գ

機で掘ॉؿਫ਼を丹ැにい地層の表࿂をႺ出さ̵たȪ 8Jȫ．
Ⴚ出後，研究員等̦Ⴚ൮を観察し，層序・岩質を検൦すると͜

に，化石の含ခેޙをږした．調査ۖၭ後，ب౾̧された掘

ॉ岩を用いてಛ৬ાの࡛ે復࣐̦ͩܦれた．

6. ࣉ

化石は県立公ඤで発見されておͤ，ྫخݺで公地ඤ

のࣗ物を掘नし，͘たはാ石をन৾する࣐ևはૄ例等でগ
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の館．太古の生̧͜の市ྦྷ研究ਫ਼を୭ȫ̦୭立された．

－ 23 －
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脚類の記शȪ H yp. matsubaraetoheorum: Kubota et al., 
2024ȫ，ΥΉラトプス類の骨格，トΊ類のဋၗ骨．

̤ͩͤͅ

2006 年 8 の丹波市山ධ上滝からの竜脚類化石発見

から，் 18 年ً̦ࠐした．篠山層群大山下層の化石産地は

2024 年 9 हで࡛ྎ 6 地തをତ̢，地തによͤ༊ͤは̜る͜

ののఘで 5 ྔ 4 千തを಼̢る化石ၳ̦न集されている．

篠山層群は中生代のみなら̴地質শ代をして͜日本ခ

ତの脊椎動物化石産出層と言̽てً言ではない．これらの化

石，調査ڰ動，͘た関Ⴒমުに関する研究成ضに̾いてはそ

の֚部̦学会発表͞ა文として公表されている̦，検൦中の

ၳ͜ఉくい̺͘研究のഷ上に̜るȪ表 3，ັ記ȫ．

ຊ৪の֚人の池田̦古生物の研究をই͛た 1990 年代後

半，日本産の脊椎動物化石のၳはࡠられておͤ，͘して͞

恐竜類に代表される中生代の脊椎動物化石ၳはޭ͛てཋ

しか̽た．日本Ⴅോはその成ͤ立̻に関Ⴒしໝ雑な地質からな

ͤ，山間部はാિ͞生にໞͩれ地層を観察することはယօ

ではない．そのような中，୶人ోの୲̢間ない഼ႁと࿀ྟな調

査によͤ，2000 年代にවるとၻ質なດ本̦国ඤで͜発見・研

究されは̲͛たȪ久保田, 2023ȫ．߃年では恐竜類の研究で学

պを৾ංした৹研究৪̦ర൮し，恐竜類̺̫で͜ 2000 年

の Fuk uiraptor k itadaniensis Azuma and Currie , 2000 をই͛，

2014年の T t.amicitiae，2021年の Y amatosaurus iz anagii Kobayashi
et al., 2021，そして 2024 年には H yp. matsubaraetoheorum，

Sg. saegusai ̦記शされ，ඵତ年ဒͤで 13 ਅ̦報告されて

いるȪAzuma and Currie, 2000;  Saegusa and Ikeda, 2014;  
Kobayashi et al., 2021; Kubota et al., 2024;  T. Tanaka et al., 
2024 な̓ȫ．

篠山層群大山下層からは， T t.  amicitiae に代表される恐竜

類̺̫ではなく，Sm. k aw aii ͞ H yo. w adai， M . k amitak iensis
とい ̽た࡛生脊椎動物群のர୶群̦ఉ産している

ȪKusuhashi et al., 2013;  Ikeda et al., 2016, 2021ȫ．൳層は下

部白亜系のड上部ȪAlbian： 1 ؙ 1 千ྔ年前ȫに̜たͤȪ林

͕か，2010ȈKusuhashi et al., 2013 な̓ȫ，Albian を含む白亜

紀中ࣼには࡛生脊椎動物群̦ڟ新的にૺ化・ఉအ化

ȪCretaceous terrestrial revolution: KTRȫしたと考̢られている

ȪLloyd et al., 2008ȫ．このশ代のၘ成層はଲٮ的に͜ࡠられる

た͛ȪZhong et al., 2021ȫ，篠山層群大山下層は KTR ୰͞ب

類群の系統ૺ化͞ఉအ化のًを検൦するう̢でܲ重ڎ

なၳをତఉく提ރするܭခな地層の֚̾と言̢る．ਲ̽て，

関Ⴒする研究はଲٮ的な学的݈აに࣓ࡃする͜ので̜ͤ

Ȫ例̢͊，Amiot et al., 2021ȫ，そのૺೃ̦͛ݥられる．

日本のޛい国ാにおいて，化石を産する地層のື͞Ⴚ

出̦ࡠられる中で，篠山層群をই͛国ඤのఉくの地域から

ၻな化石ၳ̦न集されているਫ਼ոは，本აで͓͜たよう

にဒすことなくၳをਓ集することに഼͛た調査ڰ動，大発見

を生み出す化石Քزࢡ，͘た調査・研究を支援するδランティ

ͺ͞技৪のڰ動のপ物と考̢る．しかしな̦ら，ၳのਓ集

は調査・研究の “ ইͤ͘ ” で̜̽てࠨして “ ਞͩͤ ” ではない．これ

らのၳは調査・研究されることで͛て学的価̦ဓ̢

られる．そして，その成ضをა文ಠै等で公表し，ജা͞普及

教育を̲て広く๊֚市ྦྷにۺ元することで，ၳをਓ集・保

をう博物館のంह意義を社会にڬઇするࠑしྚြにۯ

াすこととなる．

博物館のਫ਼ۗۯ̦文部科学જ本જから文化に་ࢵさ

れ，্年͐ͤに博物館法̦大̧く٨ୃされたौࣽにおい

て͜，博物館はȶၳをਓ集し，保ۯȪ育成を含むȫし，ജাし

て教育的ၪの下に๊֚公ਤの利用にރし，その教ူ，調査

研究，τクリエȜシοン等にするた͛にຈါなমު等を࣐い，

̵てこれらのၳに関する調査研究をすることを࿒的とする

機関ȷȪ博物館法第ඵૄ，֚部જၞȫとされている．広く๊֚に

は博物館はജাとそれに関߸するτクリエȜシοン̦ڰ動の

中とၑ解されている̦，博物館法でাされているとおͤ，

ၳのਓ集・保ۯ，それにかかͩる研究̦博物館の̧͓̾重

ါなڬの֚̾とされている．博物館の研究員・学ࠝ員はこの

ၑැをၑ解し，ౙにၳをਓ集する̺̫ではなく，ၳの価

を見出し，ྚြにࠑઇする研究ڰ動を࣐い，その成ضを͜とに

した質の高い普及教育，τクリエȜシοンを実கするຈါ̦̜

るとِșは考̢る．

৫ ৃ

篠山層群の化石発掘調査は人と自然の博物館・地ݩ科学

研究グσȜプの・三枝春生博আ，佐藤裕司博আ，古谷裕

博আ，松原尚志博আȪ࡛・ཤ٬ൽ教育大学ȫ，୶山ഔ博আ，

小林文夫博আな̓の研究員をই͛恐竜ラδの技師，他の研

究員ならびに博物館スタΛέ，ఉくのδランティͺの方ș，そし

て丹波市，丹波篠山市，丹波県ྦྷޫ等，関߸機関のఉ大なる

支援の͜とに実施されている．͘た編集ಿで̜る兵庫県立人と

自然の博物館・兵庫県立大学の高橋ഘ美ঙ，ඁྴの査උ৪

からはഐ୨なιントと੩言をೀ̧，本稿を大̧く٨すること

̦で̧た．͘た調査・研究の֚部は，JSPS 科研ȪJP20340145，
JP21601005 ， JP24501107 ， JP 26870925 ， JP16K05595 ，

JP17K18442ȫ，࿐下ܖய科学研究߄ܖの੩成を̫て実施

されている．す͓ての方ș・機関にここに૬くۜ৫の意を表する．

著৪͈ڬ

池田忠広は，本稿の立մ，デȜタਓ集，原稿のຊ，編集

に̽ͩࠈた．生野賢司，久保田克博，田中公教は，৽にデȜタ

－ 24 －

人と自然　Humans and Nature
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